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第１５章 

パーンダヴァ兄弟、時を得て出家する 

 
第１節第１節第１節第１節    

 
SaUTa ovac 

Wv& k*-Z<aSa%" k*-Z<aae >a]a}aa rajaivk-iLPaTa" ) 
NaaNaaXaªaSPad&    æPa&    k*-Z<aivëezk-iXaRTa" )) 1 )) 

 
süta uväca 

evaà kåñëa-sakhaù kåñëo 

bhräträ räjïä vikalpitaù 

nänä-çaìkäspadaà rüpaà 

kåñëa-viçleña-karçitaù 
 
 sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った; evam—そのように; kåñëa-sakhaù—クリシ

ュナの名高い友人; kåñëaù—アルジュナ; bhräträ—兄による; räjïä—ユディシュティラ王; 

vikalpitaù—想像して; nänä—さまざまな; çaìkä-äspadam—多くの疑問にもとづいて; rüpam—

姿; kåñëa—主シュリー・クリシュナ; viçleña—惜別の情; karçitaù—希望をほとんど奪われて。 
 
 スータ・ゴースヴァーミーが言った。「主クリシュナの名高い友人アルジュナは深い悲しみ

に沈んでいた。クリシュナとの惜別の情と、そして想像をめぐらしていたマハーラージャ・ユ

ディシュティラのさまざまな質問のために」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
 アルジュナはあまりの悲しみのため声は詰まり、想像をめぐらすマハーラージャ・ユディシ

ュティラのさまざまな質問にまともに答えることさえできませんでした。 

 

第第第第２２２２節節節節    
    

Xaaeke-Na  éuZYaÜdNaôTSaraeJaae  hTaPa[>a" ) 
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iv>au& TaMaevaNauSMaràaXa¥-aeTPa[iTa>aaizTauMa( )) 2 )) 
    

çokena çuñyad-vadana- 

håt-sarojo hata-prabhaù 

vibhuà tam evänusmaran 

näçaknot pratibhäñitum 
    

 çokena—惜別の思いのために; çuñyat-vadana—口が渇ききっている; håt-sarojaù—蓮華のよう

な心; hata—失って; prabhaù—体の輝き; vibhum—至高者; tam—主クリシュナに; eva—確かに; 

anusmaran—心の中で考えている; na—できなかったt; açaknot—〜できる; pratibhäñitum—正し

く答えている。 
    

 アルジュナの口、そしてその蓮華のような心も深い悲しみのために渇ききっていた。そのた

めに体の輝きを失っていたのである。至高主を思いうかべるいま、ひとことも兄の問いに答え

ることができなかった。 

 

第第第第３３３３節節節節    
    

k*-C^¥e<a Sa&STa>Ya éuc" Paai<aNaaMa*JYa Nae}aYaae" ) 
Parae+ae<a         SaMauàÖPa[<aYaaETk-<#yk-aTar" )) 3 )) 

    

kåcchreëa saàstabhya çucaù 

päëinämåjya netrayoù 

parokñeëa samunnaddha- 

praëayautkaëöhya-kätaraù 
    

 kåcchreëa—やっとの思いで; saàstabhya—力で止めて; çucaù—惜別の; päëinä—彼の手で; 

ämåjya—塗っている; netrayoù—目; parokñeëa—視界から消えたために; samunnaddha—ますま

す; praëaya-autkaëöhya—強く愛着を感じている; kätaraù—苦しんで。 
    

 目にあふれる悲しみの涙を、アルジュナはやっとの思いで抑えた。去っていった主クリシュ

ナを思う悲しみに打たれ、なおも高まっていく主への愛着に浸るばかりであった。 

 

第第第第４４４４節節節節    
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Sa:Ya& MaE}aq& SaaEôd& c SaarQYaaidzu Sa&SMarNa( ) 
Na*PaMaGa]JaiMaTYaah    baZPaGaÓdYaa    iGara )) 4 )) 

    

sakhyaà maitréà sauhådaà ca 

särathyädiñu saàsmaran 

nåpam agrajam ity äha 

bäñpa-gadgadayä girä 
    

 sakhyam—幸福を願っている; maitrém—恩恵; sauhådam—親密にかかわっている; ca—もまた; 

särathya-ädiñu—馬車の御者になることで ; saàsmaran—これらすべてを思いだしている ; 

nåpam—王に; agrajam—⻑男; iti—このように; äha—言った; bäñpa—重苦しく呼吸している; 

gadgadayä—圧倒的に; girä—語りによって。 
    

 アルジュナは、主クリシュナのこと、主からさずかった祝福や恩恵、主との親密な家族同士

のつながり、そして主が御者になったことなどを次々に思いだして悲しみに打ちひしがれ、あ

えぎつつ話しはじめた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 至高の生命体は、みずからの純粋な献愛者との関係をすべて完璧に満たします。シュリー・

アルジュナは、友愛の絆のなかで主とふれあっていた純粋な献愛者の典型的な一人であり、主

のアルジュナとの交わりは、最高かつ完璧な境地でなされました。主はアルジュナの幸せを望

んだことはもちろんですが、真の恩人として、その結びつきをさらに強くするために、スバド

ゥラーとの結婚をとおしてアルジュナとの家族の絆を堅くしたのです。また主はとりわけ、親

友であるアルジュナを戦闘の危険から救うためにアルジュナの戦闘馬車の御者になってくれた

のであり、またパーンダヴァ兄弟を世界の統治者として就任させたことを心から嬉しいと思い

ました。アルジュナはこのような出来事を一つひとつ思いだし、その思いに圧倒されているの

です。 

 

第第第第５５５５節節節節    
    

AJauRNa ovac 
viÄTaae_h& MaharaJa hir<aa bNDauæiPa<aa ) 
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YaeNa Mae_PaôTa& TaeJaae devivSMaaPaNa& MahTa( )) 5 )) 
    

arjuna uväca 

vaïcito 'haà mahä-räja 

hariëä bandhu-rüpiëä 

yena me 'pahåtaà tejo 

deva-vismäpanaà mahat 
    

 arjunaù uväca— ア ル ジ ュ ナ が 言 っ た ; vaïcitaù— 主 に 取 り 残 さ れ て ; aham— 私 自 身 ; 

mahä-räja—王よ; hariëä—人格主神によって; bandhu-rüpiëä—あたかも親友のように; yena—〜

である者によって ; me—私の ; apahåtam—私は〜を奪われた ; tejaù—力 ; deva—半神達 ; 

vismäpanam—驚くばかりの; mahat—驚くような。 
    

 アルジュナが言った。「王よ。私を、ほんとうの親友として扱ってくれた最高人格主神ハリ

が、私をひとり残して去ってしまわれた。そのため、半神たちでさえ脅かせた私の途方もない

力はもう私の内にはない」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 『バガヴァッド・ギーター』（第10章・第41節）で主が言います。「ある者が、財産、力、

美しさ、知識、さらには物質的に求められるものすべてにおいて特に優れた力を発揮している

のは、わたしの完璧な全エネルギーの一部を表わしているにすぎない」。ですから、だれであ

ろうと、主に力を授かっていなければ、どれほどの力でも独自にそなえることはできません。

主が、永遠に解放されている交流者たちと地球に降誕するとき、みずから神聖な力を発揮する

のですが、化身としての使命をはたすために必要な力を交流者である献愛者にも授けます。ま

た『バガヴァッド・ギーター』（第４章・第５節）でも言われているように、主と主の永遠の

交流者たちはなんども地上に降誕しますが、主は化身としてのさまざまな役目をすべて覚えて

いるいっぽう、交流者のほうは、（主の至上の意志の力で）忘れてしまいます。同じように、

地球から姿を消すとき、交流者たち全員も連れかえります。アルジュナに授けられた力やエネ

ルギーは主の使命実現のために必要だったのですが、その使命がまっとうされれば、その時に

こめられていた力はアルジュナから取りだされます。なぜなら、天界の住人たちでさえ仰天さ

せたアルジュナの驚くべき力はもう要らなくなるからであり、またそれらは、ふるさとに、神

のもとに帰るためにある力ではなかったからです。アルジュナや天界に住む半神たちでさえ、
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主によって力が授けられたり取りさられたりするのですから、そのような偉大な魂と比べれば

ちっぽけな存在でしかない凡人など言うまでもありません。ですから、私たちが学ぶべきこと

は、主から借りているだけの力を鼻にかけてはいけない、という教訓です。健全に判断できる

人なら、その恩恵を授かったことをありがたく思い、その力を主への奉仕に使うべきです。ま

たそのような力は、主によっていつでも抜き取られるのですから、授かった力や富を主への奉

仕に利用するのが一番正しい使い方なのです。 

 

第第第第６６６６節節節節    
    

YaSYa  +a<aivYaaeGaeNa  l/aek-ae ùiPa[YadXaRNa" ) 
oKQaeNa rihTaae ùez Ma*Tak-" Pa[aeCYaTae YaQaa )) 6 )) 

    

yasya kñaëa-viyogena 

loko hy apriya-darçanaù 

ukthena rahito hy eña 

måtakaù procyate yathä 
    

 yasya—〜である者の; kñaëa—瞬間; viyogena—別れによって; lokaù—全宇宙; hi—確かに; 

apriya-darçanaù—すべては不利に見える; ukthena—命によって; rahitaù—〜がなく; hi—確かに; 

eñaù—これらすべての肉体; måtakaù—死体; procyate—指名されて; yathä—いわば。 
    

 主とほんの少しでも離れていれば、命を失った体のように、宇宙全体が不快でむなしい場所

になってしまう――私はその主を見失ってしまったのだ。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 じっさい、生命体にとって主ほど愛しい方はいません。主は、スヴァーンシャ（sväàça）、

ヴィビンナーンシャ（vibhinnäàça）のように、無数の部分体としてみずからを拡張させます。

パラマートマーは主のスヴァーンシャ部分体、そしてヴィビンナーンシャの部分体は生命体の

ことです。生命体がいなければ肉体にはなんの価値もないのですから、生命体は物質の体には

重要な要素です。同じように、パラマートマーの存在がなければ、生命体にも今存在すること

もできません。さらに、ブラフマンあるいはパラマートマーにしても、至高主がいなければ存

在そのものはありません。このことは『バガヴァッド・ギーター』で徹底的に説明されていま

す。かれらは互いにつながれている、あるいは相互に依存している存在です。このように、最
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終的に主は至高善ですから、すべての生命原理です。 

 

第第第第７７７７節節節節    
    

YaTSa&é[Yaad( d]uPadGaehMauPaaGaTaaNaa& 
  raja&  SvYa&vrMau%e  SMarduMaRdaNaaMa( ) 
TaeJaae ôTa& %lu/ MaYaai>ahTaê MaTSYa" 
  SaÂqk*-TaeNa DaNauzaiDaGaTaa c k*-Z<aa )) 7 )) 

    

yat-saàçrayäd drupada-geham upägatänäà 

räjïäà svayaàvara-mukhe smara-durmadänäm 

tejo håtaà khalu mayäbhihataç ca matsyaù 

sajjékåtena dhanuñädhigatä ca kåñëä 
    

 yat—〜の慈悲によって; saàçrayät—力によって; drupada-geham—ドゥルパダ王の宮殿で; 

upägatänäm—集まった者達全員; räjïäm—王子達の; svayaàvara-mukhe—花婿選びの行事で; 

smara-durmadänäm—欲情に駆られた者達; tejaù—力; håtam—征服した; khalu—いわば; mayä—

私によって; abhihataù—突き通した; ca—もまた; matsyaù—魚の的; sajjé-kåtena—矢を構えて; 

dhanuñä—その弓によっても; adhigatä—手に入れた; ca—もまた; kåñëä—ドゥラウバディー。 
    

 主の慈悲深い力があったからこそ、私はドゥルパダ王の宮殿で行なわれた花婿選びで、欲情

に満ちた王子たちをしりぞけることができました。私は弓と矢を使って魚の的を貫き、そして

ドゥラウバディーと結婚することができたのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ドゥラウバディーは、ドゥルパダ王のもっとも美しい娘で、どの王子たちもうら若い彼女と

結婚したいと思っていました。しかしドゥルパダ・マハーラージャは、娘を嫁がせるのはアル

ジュナだけと決めており、そのために独自の方法を用意していました。まず、天上から魚をつ

るし、その真下に輪を置いてその魚をさえぎります。勝利するには、王子の地位にある挑戦者

が、その魚を見えにくくしている輪のあいだに矢を放ち、魚の目を射抜かなくてはなりません

が、しかもその的を直接見てはいけない、という条件が設定されています。床に水瓶が置いて

あり、揺れるその水面に反射している天井の的に（直接的を見つめずに）狙いを定め、そして

矢を射なくてはならないのです。マハーラージャ・ドゥルパダは、アルジュナだけが、あるい
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はありえるとすればカルナだけがこの計画をやってのけることをよく知っていました。しかし

やはり娘を嫁がせる相手はアルジュナだけだと考えています。王子たちが集まったその会場で、

ドゥラウバディーの兄のドゥリシュタデュムナが集まった王子たちに成人になった娘を紹介し

たとき、カルナも会場にいました。しかしドゥラウバディーはカルナがアルジュナのライバル

にならないよう、言葉たくみに兄のドゥリシュタデュムナに、クシャトリヤよりも低い身分の

男はぜったいに受けいれたくないという望みを伝えました。ヴァイシャとシュードラはクシャ

トリヤよりも身分が低いとされています。カルナはシュードラである大工の息子として知られ

ていました。そのためドゥラウバディーはこれを口実にしてカルナを拒否したのです。そして、

貧しいブラーフマナに変装していたアルジュナが、至難の業とも思われるその的を射たとき、

だれもが仰天し、全員が、とりわけカルナが、アルジュナと戦うことを希望しました。しかし、

それまでそうだったように、主クリシュナの慈悲のおかげで、彼は王子たちの戦いでしりぞけ、

こうしてクリシュナー、すなわちドゥラウバディーという高貴な女性と結婚することができま

した。アルジュナは、主の力ゆえに時分はすばらしい力をさずかったことをよく知っていまし

たし、いなくなってしまった主を悲痛な気持ちで思いだしているのです。 

 

第第第第８８８８節節節節    
    

YaTSaiàDaavhMau %a<@vMaGanYae_da‚ 
  iMaNd]& c SaaMarGa<a& TarSaa iviJaTYa ) 
l/BDaa Sa>aa MaYak*-Taad(>auTaiXaLPaMaaYaa 
  idG>Yaae_hrà*PaTaYaae   bil/Maßre Tae )) 8 )) 

    

yat-sannidhäv aham u khäëòavam agnaye 'däm 

indraà ca sämara-gaëaà tarasä vijitya 

labdhä sabhä maya-kåtädbhuta-çilpa-mäyä 

digbhyo 'haran nåpatayo balim adhvare te 
    

 yat—〜である者の ; sannidhau—近くにいることで ; aham—私自身 ; u—驚きの気配 ; 

khäëòavam—天界の王、インドラの保護された森; agnaye—火の神に; adäm—救った; indram—

インドラ; ca—もまた; sa—〜と共に; amara-gaëam—半神達; tarasä—あらゆる機才で; vijitya—

征服して; labdhä—達成して; sabhä—集会堂; maya-kåtä—マヤによって建てられた; adbhuta—非

常に素晴らしい; çilpa—技術と手腕; mäyä—能力; digbhyaù—あらゆる方角から; aharan—集め

た; nåpatayaù—すべての王子達; balim—貢ぎ物; adhvare—持ち寄った; te—あなたの。 
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 主が私のそばにいてくださったからこそ、優れた機才を使って、天界の力ある王であるイン

ドラデーヴァやその仲間に勝つことができ、そのことで火の神がカーンダヴァの森を焼きつく

すことができました。そして主の恩寵があったからこそ、マヤという名の悪魔は燃えさかるカ

ーンダヴァの森から救われ、おかげで私たちはすばらしい建築技術を駆使した集会堂を絶てる

ことができ、そこで執行されていたラージャスーヤ・ヤギャに集まった王子たちは、あなたに

貢ぎ物を捧げることができたのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マヤ・ダーナヴァという悪魔はカーンダヴァの森の住人で、その森に火がつけられたとき、

かれはアルジュナに救いを求めました。アルジュナはマヤ・ダーナヴァを救い、その結果、こ

の悪魔はアルジュナに恩義を感じました。そして、パーンダヴァ兄弟のためにすばらしい集会

堂を作り、国中の王子たちはその建物に驚嘆し、魅せられました。かれらはパーンダヴァ兄弟

の超人的な力を感じ、こうして、恨むこともなく皇帝に貢ぎ物を差し出したのです。悪魔たち

はすばらしい、そして超人的な力を持ち、その力で物質的な驚異を作りだすことができます。

現代の悪魔といえば危害を加える科学者で、かれらは社会の混乱させるためになにか物質的な

驚異を作りだします。マヤもそのような物質主義者で、そのような驚異的な物事を作りだす技

術を知っていました。それでも、主クリシュナはこの悪魔を殺したいと考えます。火と主クリ

シュナの輪宝（チャクラ）に追われたとき、アルジュナという献愛者に救いを求め、アルジュ

ナは主シュリー・クリシュナの火という怒りから救いました。ですから、献愛者は主よりも慈

悲深いのであり、献愛奉仕においては、献愛者の慈悲は主の慈悲よりも価値があります。火と

主はどちらも、悪魔がアルジュナという献愛者に庇護を求めた様子を見たとき、それ以上追い

かけることをやめました。この悪魔はアルジュナに恩義を感じ、感謝の気持ちをしめすために

なにかをしたいと申し出ましたが、アルジュナはなにかを交換にもらうことを断わりました。

しかし主シュリー・クリシュナはマヤが献愛者に救いを求めたことを嬉しく思い、すばらしい

集会堂を作ってユディシュティラ王に奉仕をするよう助言しました。主の慈悲によって、主の

献愛者に仕える機会が授かり、献愛者の恩寵によって主の慈悲が得られるのが、私たちが理解

すべき点です。ビーマセーナの戦闘棒もマヤ・ダーナヴァからの贈り物です。 

 

第第第第９９９９節節節節    
    

YataeJaSaa Na*PaiXarae_x(iga]MahNMa%aQaRMa( 
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  AaYaaeR_NauJaSTav GaJaaYauTaSatvvqYaR" ) 
TaeNaaôTaa" Pa[MaQaNaaQaMa%aYa >aUPaa 
  YaNMaaeicTaaSTadNaYaNa(  bil/Maßre Tae )) 9 )) 

    

yat-tejasä nåpa-çiro-'ìghrim ahan makhärtham 

äryo 'nujas tava gajäyuta-sattva-véryaù 

tenähåtäù pramatha-nätha-makhäya bhüpä 

yan-mocitäs tad-anayan balim adhvare te 
    

 yat—〜である者の; tejasä—影響力によって; nåpa-çiraù-aìghrim—その者の足は王の筆頭者達

によって敬われていた; ahan—殺した; makha-artham—儀式のために; äryaù—尊い; anujaù—弟; 

tava—あなたの ; gaja-ayuta—１万頭の象 ; sattva-véryaù—強力な存在 ; tena—彼によって ; 

ähåtäù—集められた; pramatha-nätha—幽霊達の主人（マハーバイラヴァ）; makhäya—儀式のた

めに; bhüpäù—王達; yat-mocitäù—その者によって彼らは自由の身となった; tat-anayan—彼ら

全員が持ち寄った; balim—税金; adhvare—差し出した; te—あなたの。 
    

 １万頭の象に匹敵する力を持つあなたの尊い弟は、主の恩寵をさずかって、ジャラーサンダ

という多くの王に崇拝されていた王を殺しました。かれらはジャラーサンダのマハーバイラヴ

ァ・ヤギャのために集められたのですが、こうして救われました。そしてあなたに貢ぎ物を捧

げたのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ジャラーサンダはマガダ国に住んでいる並外れた力を持つ王で、その生い立ちと活動もひじ

ょうに興味深いものです。父ブリハドゥラタ王もマガダ国で栄華をきわめ、権力を誇った王で

すが、カーシー国の二人の娘と結婚しても息子に恵まれせんでした。どちらの女王からも子が

授からないことに落胆した王は、苦行をするために妻たちとともに宮殿を出て森に住みました。

そしてある偉大なリシから息子を授かる祝福を受け、女王たちに１個のマンゴーを与えました。

二人はそれを食べ、やがて懐妊します。王は、子を宿した女王たちを見てとても喜びましたが、

二人の女王はそれぞれ、一人の子を半分別々の体として出産しました。そしてどちらの体も森

のなかに捨てられましたが、たまたまそこに住んでいた巨大な女の悪魔が、生まれたばかりの

赤ん坊の肉と血が味わえることに狂喜します。しかし魔女は、その二つの体をくっつけたらど

うなるか興味を持ち、二つの体を合わせると、一つの完全な体になって命もふきこまれました。
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この魔女の名はジャラーといいますが、息子のいない王を哀れみ、王のところに行ってこのす

ばらしい赤ん坊を差しだしました。王は魔女の申し出にたいそう喜び、望むものを与える約束

します。魔女が望んだのは、その子に自分の名前にちなんだ名前がつけられることでした。こ

うしてこの子の名前はジャラーサンダ、すなわち魔女のジャラーによってつなげられた者、と

いう名前になりました。じつは、このジャラーサンダはヴィプラチッティという悪魔の部分体

として誕生しています。聖者から女王たちに恩恵がさずけられ子どもが生まれましたが、その

聖者の名をチャンドラ・カウシカといい、父親ブリハドゥラタ王のまえで、その子の未来を予

言しています。 

 その子ジャラーサンダは生まれたときから邪悪な気質をそなえていたため、やがて主シヴァ

という幽霊や悪魔たちの主人の偉大な信奉者になりました。ラーヴァナが主シヴァの熱心な信

奉者だったように、ジャラーサンダ王も同じです。かれは自分の軍力で多くの小国の王を捕虜

にし、かれらをマハーバイラヴァ（シヴァ）のまえでいけにえとして殺していたのです。以前

はマガダと呼ばれていたビハール州には、主マハーバイラヴァあるいはカーラバイラヴァの献

身者が大勢います。ジャラーサンダはクリシュナの⺟方の伯父カムサの親族だっため、カムサ

が死んだあとクリシュナの強力な宿敵となり、二人のあいだで幾度となく争いが繰りかえされ

ました。主クリシュナはジャラーサンダを殺したいと思うのですが、かれに加勢する軍人まで

殺すつもりはありませんでした。そこで、ジャラーサンダだけを殺す計画がたてられます。ク

リシュナとビーマとアルジュナは貧しいブラーフマナのかっこうをし、ジャラーサンダ王を訪

ねて慈悲を乞いました。ジャラーサンダはどのようなブラーフマナに慈悲を乞われても決して

断わらない男でしたが、だからといって献愛奉仕をするわけでもありませんでした。主クリシ

ュナ、ビーマ、そしてアルジュナはジャラーサンダに戦うよう申しで、ジャラーサンダはビー

マとだけ戦うことになりました。三人とも客人として、そして戦う相手として迎えられたので

あり、こうしてビーマとジャラーサンダは数日にわたって戦いを交えます。ビーマは決着がな

かなかつかないことに落胆するのですが、クリシュナはビーマに、ジャラーサンダは２つの体

をつなぎあわせられた体を持っていることをヒントとして教え、それを知ったビーマはジャラ

ーサンダの体を引き裂き、殺しました。こうして、マハーバイラヴァのまえで殺されるために

収容されていた王たちは全員、ビーマによって救われました。かれらはパーンダヴァ兄弟に恩

義を感じ、ユディシュティラ王に貢ぎ物を差しだしたのでした。 

 

第第第第１０１０１０１０節節節節    
    

PaTNYaaSTavaiDaMa%œáMahai>azek-‚ 
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  ëaigaïcaåk-br& ik-TavE" Sa>aaYaaMa( ) 
SPa*í& ivk-IYaR PadYaae" PaiTaTaaé[uMau:Yaa 
  YaSTaiTñYaae_k*-TahTaeXaivMau¢-ke-Xaa" )) 10 )) 

    

patnyäs tavädhimakha-kÿpta-mahäbhiñeka- 

çläghiñöha-cäru-kabaraà kitavaiù sabhäyäm 

spåñöaà vikérya padayoù patitäçru-mukhyä 

yas tat-striyo 'kåta-hateça-vimukta-keçäù 
    

 patnyäù— そ の 妻 の ; tava— あ な た の ; adhimakha— 盛 大 な 儀 式 の 間 に ; kÿpta— 着 て ; 

mahä-abhiñeka—非常に神聖化され; çläghiñöha—そうして讃えられ; cäru—美しい; kabaram—束

になった髪; kitavaiù—邪悪な者達によって; sabhäyäm—盛大な集まりの中で; spåñöam—捕まっ

て; vikérya—ほどかれて; padayoù—足に; patita-açru-mukhyäù—目に涙を浮かべてひれ伏した者

の ; yaù— 主 ; tat— 彼 ら の ; striyaù— 妻 達 ; akåta— 〜 に な っ た ; hata-éça— 夫 を 失 っ て ; 

vimukta-keçäù—ほどかれた髪。 
    

 ラージャスーヤの供儀祭のために美しく飾られ、そして神聖化されていたあなたの女王の髪

を、あろうことか、ほどこうとした無法者たちの妻全員の髪をほどいたのは主にほかなりませ

ん。そのとき、彼女は目に涙を浮かべて、主クリシュナの御足にひれ伏しました。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ドゥラウバディーは美しい髪を持ち、それはラージャスーヤ・ヤギャの儀式をとおして神聖

化されました。しかし賭けの代償となったため、ドゥフシャーサナはその神聖な髪に触れて彼

女を冒涜しました。ドゥラウバディーは主クリシュナの蓮華の御足に伏して救いを求め、主は

その祈りに応え、クルクシェートラの戦いの結果として、ドゥフシャーサナの妻全員、そして

その仲間たちも髪をほどいて垂らすようになる、と心に決めました。こうして、クルクシェー

トラの戦いが終わったあと、ドゥリタラーシュトラの息子や孫たち全員が戦死したあと、その

家族の妻たちは未亡人のように髪を垂らすようになってしまったのです。言いかえれば、クル

家の妻たちは、ドゥフシャーサナが主の偉大な献愛者を冒涜したために未亡人になったという

ことです。主は、父が我が子の無礼に耐えるように、どれほど邪悪な人間に冒涜されても耐え

ます。しかし、自分の献愛者が冒涜されることには耐えられません。偉大な魂を冒涜する者は、

善行の結果も恩恵もすべて失ってしまうのです。 
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第第第第１１１１１１１１節節節節    
    

Yaae Naae JauGaaePa vNa WTYa durNTak*-C^¥ad( 
  duvaRSaSaae_irricTaadYauTaaGa]>auGa( Ya" ) 
Xaak-aàiXaíMauPaYauJYa YaTaiñl/aek-I& 
  Ta*áaMaMa&STa  Sail/le/ iviNaMaGanSaº" )) 11 )) 

    

yo no jugopa vana etya duranta-kåcchräd 

durväsaso 'ri-racitäd ayutägra-bhug yaù 

çäkänna-çiñöam upayujya yatas tri-lokéà 

tåptäm amaàsta salile vinimagna-saìghaù 
    

 yaù—〜である者 ; naù—私達に ; jugopa—保護する ; vane—森 ; etya—〜に入っている ; 

duranta—危険に; kåcchrät—困難; durväsasaù—ドゥルヴァーサ・ムニの; ari—敵; racität—〜によ

っ て 作 り あ げ ら れ る ; ayuta— １ 万 ; agra-bhuk— 〜 の 前 で 食 べ る 者 ; yaù— そ の 人 物 ; 

çäka-anna-çiñöam—食料の残り物; upayujya—受けいれて; yataù—なぜなら; tri-lokém—三界全体; 

tåptäm—満足して; amaàsta—心の中の思い; salile—水の中にいる間; vinimagna-saìghaù—全員

が水の中に入った。 
    

 私たちが追放生活をしていたころ、１万人の弟子たちと食事をするのを常としていたドゥル

ヴァーサ・ムニは、私たちを危険な状態におとしいれようと、敵と結託して奸策をめぐらしま

した。そのとき主（クリシュナ）は、食べ物の残りを食べただけで、私たちを救ってくださっ

た。主がそれを食べたからこそ、川で沐浴していた大勢のムニは満腹になったのです。そして、

この三界すべても満たされました。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ドゥルヴァーサ・ムニ 堅い決意と厳格な苦行をとおして宗教原則に従うことを誓ったひじ

ょうに力強い神秘的なブラーフマナ。その名前は、多くの歴史的出来事と関連づけられており、

この偉大な神秘家は、主シヴァのように、すぐに満足したり激高したりすることで知られてい

ます。満足すれば、仕えた相手に途方もなくすばらしい返礼をするのですが、不満でも感じよ

うものなら、最悪の惨劇を引き起こすことができました。クマーリー・クンティーは、父の家

を訪ねてくる偉大なブラーフマナたちにさまざまな奉仕をしていたのですが、あるときドゥル
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ヴァーサ・ムニを巧みに接待したことで、会いたい半神だれにでも会える能力を授かりました。

じつはドゥルヴァーサ・ムニは主シヴァの完全化身であり、たやすく満足したり激高したりし

たのです。彼は主シヴァの偉大な信奉者でもあり、シュヴェータケートゥ王が100年に及ぶ儀

式を執行するとき、主シヴァの命令で王の僧侶になることに同意しました。ときには、インド

ラデーヴァの天界の国にある議会の集会場を訪ねることがありました。すばらしい神通力を使

って空間を移動することができ、物質界を超えたヴァイクンタまでの相当の距離を旅したこと

もあります。これは、偉大な献愛者で世界の皇帝だったアンバリーシャ王に言いがかりをつけ

て争い、１年にわたってヴァイクンタまでの⻑い距離を⾶びつづけたときのことです。 

 どこへ行くにもおよそ１万人の弟子を従え、偉大なクシャトリヤ王の客人になっても、その

従者たちを連れていきました。あるとき、マハーラージャ・ユディシュティラの敵でいとこで

もあるドゥリョーダナの家を訪ねたことがあります。ドゥリョーダナは悪知恵の働く男だった

ので、いたれりつくせりのもてなしでこのブラーフマナ・リシを満足させ、その結果、リシか

ら恩恵を授けることになりました。ドゥリョーダナはその神通力をよく知っており、この神秘

家が不機嫌になればとんでもない混乱をもたらすこともわかっていたので、その怒りの矛先を

自分の敵であるパーンダヴァ兄弟に向けさせるよう企てました。リシが恩恵を授けるつもりに

なったとき、ドゥリョーダナは、「私のいとこのなかでは最年⻑で、もっとも主要な人物であ

るマハーラージャ・ユディシュティラをご訪問ください」と頼みます。しかし内心、ユディシ

ュティラ王が妻のドゥラウパディーと食事をすませたあとに行ってもらうつもりでした。ドゥ

リョーダナはよく知っていたのです――ドゥラウパディーと食事をしたあとに大勢のブラーフ

マナの客人をもてなせるはずがないし、失礼があればリシは怒り、ユディシュティラ王に対し

て一悶着を起こすだろう――と。それがドゥリョーダナの魂胆でした。ドゥルヴァーサ・ムニ

はその申し出を受けいれ、ドゥリョーダナの策略どおりに、王とドゥラウパディーが食べ終わ

ったあとに、追放生活をしている王のもとに向かいました。 

 ユディシュティラ王の家に到着したドゥルヴァーサ・ムニはすぐに丁重に迎えられ、王は、

川で午後の宗教儀式をすませるようブラーフマナに頼みます。そうすれば、川から戻ってくる

ころには食事の準備がととのっているからです。ドゥルヴァーサ・ムニは、１万人の弟子をつ

れて川へ沐浴に行きますが、マハーラージャ・ユディシュティラは気が気ではありませんでし

た。ドゥラウパディーが食事をしていなければ、どれほどの客人でももてなせるのですが、リ

シは、ドゥリョーダナの計略で、ドゥラウパディーが食事をすませたあとに到着してしまって

いたのです。 

 献愛者は苦境におちいると、主のことを一心に思う機会を得ます。ですから、そのような危
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うい状況になれば主クリシュナのことしか考えませんし、どこにでもいる主はすぐに献愛者の

危機をすぐに察知します。主は瞬時にユディシュティラの家に現われ、食べ残しの料理はない

か、あったら出すように、とドゥラウパディーに言いました。ドゥラウパディーは言葉を失い

ました。なにも残っていなかったからです。そして主に、太陽神から授かった神秘的な皿は、

私が食べていなければいくらでも食べ物を作り出せるのです、と言いました。しかし、その日

はすでに食事をすませており、そのために困っているのです。彼女はこの苦境を主に説明しな

がら、主のまえで泣くしかありませんでした。女性はこのような状態にさらされると、泣く以

外になにもできないのです。しかし主は、料理の鍋を持ってくるように言い、そのなかに少し

でも残っていないか尋ねました。ドゥラウバディーがよく見るとわずかに野菜がくっついてい

ます。主はすぐにそれをつまみ、食べました。そのあと主はドゥラウバディーに、ドゥルヴァ

ーサと弟子たちを呼ぶよう言いました。 

 彼らを川から呼ぶためにビーマが遣わされました。ビーマがリシたちに言います、「どうし

て、いらっしゃらないのですか。食事は準備万端ととのっておりますので、おいでください」。

しかしブラーフマナたちは、主クリシュナがあの少しの野菜を食べていたことから、川のなか

にいたというのに、もう腹一杯になっていたのです。マハーラージャ・ユディシュティラが自

分たちのためにごちそうをたくさん作って待っていると思っているのですが、もう空腹ではな

いし、一口も食べられないだろうから王はさぞかし残念に思うだろう、だから行かないほうが

いい――そう考えた彼らは、結局、行くことをやめました。 

 この出来事は、主こそがもっとも偉大な神秘家であることを物語っており、そのため主はヨ

ーゲーシュヴァラという別名で知られています。この話から学べるもう一つの教えは、世帯者

なら主に必ず食べ物をささげなくてはならない、そうすればたとえ１万人もの客人が訪ねてき

ても彼らを満足させられるし、主が満足するから彼らも満足する、という事実です。それが献

愛奉仕の方法なのです。 

 

第第第第１２１２１２１２節節節節    
    

YataeJaSaaQa >aGavaNa( YauiDa éUl/Paai<a‚ 
  ivRSMaaiPaTa" SaiGairJaae_ñMadaiàJa& Mae ) 
ANYae_iPa cahMaMauNaEv k-le/vre<a 
  Pa[aáae   MaheNd]>avNae   MahdaSaNaaDaRMa( )) 12 )) 

    

yat-tejasätha bhagavän yudhi çüla-päëir 
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vismäpitaù sagirijo 'stram adän nijaà me 

anye 'pi cäham amunaiva kalevareëa 

präpto mahendra-bhavane mahad-äsanärdham 
    

 yat—〜である者によって; tejasä—影響力によって; atha—かつて; bhagavän—神々の一人（主

シヴァ） ; yudhi—戦いにおいて ; çüla-päëiù—手に三つ叉を持つ者 ; vismäpitaù—驚いて ; 

sa-girijaù—ヒマラヤ山脈の娘と共に; astram—武器; adät—与えられて; nijam—彼自身の; me—

私に; anye api—また他の者達も; ca—そして; aham—私自身; amunä—これによって; eva—確か

に; kalevareëa—体によって; präptaù—到達して; mahä-indra-bhavane—インドラデーヴァの家

で; mahat—偉大な; äsana-ardham—半分高い座。 
    

 私が、主シヴァという人物を、そしてヒマラヤ山の娘であるその妻を驚かせることができた

のは、ひとえに、主の影響力があったからにほかなりません。そして主シヴァは私に好意をし

めし、ご自分の武器を私に授けました。さらにほかの半神たちが自分たちの武器を私に与え、

また私はこの体を使って天界の惑星に行き、そして２番目に高い座にすわることを許されまし

た。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 最高人格主神シュリー・クリシュナの恩寵によって、主シヴァを含む半神たちすべてが、ア

ルジュナのふるまいに満足しました。これは、たとえ主シヴァやそのほかの半神たちに好意を

しめされたとしても、至高主シュリー・クリシュナから好意を授かったことにはならない、と

いうことを表わしています。ラーヴァナが主シヴァの優れた信奉者であったことに疑いはあり

ませんが、最高人格主神・主ラーマチャンドラの怒りからは救われませんでした。このような

歴史的事実はプラーナに数多く記述されています。しかしここでは、主シヴァがアルジュナと

戦うことさえまきこまれ、そしてアルジュナの戦いぶりを喜んだことがわかります。至高主の

献愛者は、半神をどのように尊んだらいいのかをよく知っていますが、半神の信奉者たちは、

愚かなことに、最高人格主神は半神に匹敵するわけではない、と考えたりします。そのような

考えを持つ者は冒涜者になり、やがては、ラーヴァナや他の悪魔たちと同じ末路をたどるので

す。アルジュナが主シュリー・クリシュナと親しく交わっていたときに関して挙げた例は、至

高主シュリー・クリシュナをただ喜ばせることができればあらゆる恩寵を授かるという教えを

確信している人々にとってはすばらしい啓蒙になりますが、いっぽう半神の信奉者や崇拝者は、

半神がやがて滅びるように、彼らから部分的な恩恵だけを得ても、それは最後にはなくなって
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しまうものです。 

 この節に含まれているもう一つの重要性は、アルジュナが、主シュリー・クリシュナの恩寵

によって、自分の体で天界の惑星に行くことができ、そして半分高くなった座席に座って天界

の王インドラデーヴァに讃えられた、という点にあります。シャーストラで勧められている果

報的活動にもとづいて善行をする人は、天界の惑星に行くことができます。そして『バガヴァ

ッド・ギーター』（第９章・第21節）で言われているように、その善行の反動がすべて消費さ

れてしまえば、ふたたび地球に降りてこなくてはなりません。月は天界の惑星と同じレベルに

あり、生きているあいだに善行を積んだ人だけが、つまり儀式をしたり、慈善をほどこしたり、

厳しい苦行をしたりした人たちが、体が終わったあとにその惑星に入ることが許されます。ア

ルジュナは、主の恩寵で、自分の体で天界の惑星に入ることが許されましたが、それはふつう

の人間には起こりえません。天国の惑星に入ろうとする現代科学者たちの試みが失敗すること

は目に見えています。彼らはアルジュナと同じレベルにいるわけではないからです。ごくふつ

うの人間でしかなく、儀式、慈善、苦行という資質をそなえていません。物質の体は、徳・激

情・無知という物質自然界の三様式の影響を受けています。現代人は、程度の差こそあれ激情

と無知の様式に影響されており、その影響の兆候は、人々が欲情と貪欲に満ちている状態に如

実に現われています。堕落してしまったそのような人々は、高位の天体系に近づくことはほと

んどできません。天界の惑星の上には別の惑星も無数に浮かんでおり、またそこには徳の様式

の影響を受けた人だけしか入ることができません。宇宙内の天国や別の惑星では、そこの住人

たちは人間よりもはるかに高い知性をそなえ、そして最高の徳の様式に住む敬虔な生命体ばか

りが暮らしています。彼らは全員が主の献愛者であり、またその徳性に不純なものは混ざって

はいませんが、物質界で得られる最高の優れた質をそなえた半神として知られています。 

 

第第第第１３１３１３１３節節節節    
    

Ta}aEv Mae ivhrTaae >auJad<@YauGMa& 
  Gaa<@qvl/+a<aMaraiTavDaaYa deva" ) 
SaeNd]a" ié[Taa YadNau>aaivTaMaaJaMaq! 
  TaeNaahMaÛ  MauizTa" Pauåze<a >aUMana )) 13 )) 

    

tatraiva me viharato bhuja-daëòa-yugmaà 

gäëòéva-lakñaëam aräti-vadhäya deväù 

sendräù çritä yad-anubhävitam äjaméòha 
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tenäham adya muñitaù puruñeëa bhümnä 
    

 tatra—天界の惑星において; eva—確かに; me—私自身; viharataù—客人として滞在していた

間 ; bhuja-daëòa-yugmam—私の両方の腕 ; gäëòéva—ガーンディーヴァという名の私の弓 ; 

lakñaëam—印; aräti—ニヴァータカヴァチャという名前の悪魔; vadhäya—殺すために; deväù—

すべての半神達; sa—〜と共に; indräù—天界の王、インドラ; çritäù—〜に庇護を求める; yat—〜

である者によって; anubhävitam—力強くすることができた; äjaméòha—アジャミーダ王の子孫

よ; tena—主によって; aham—私自身; adya—現在; muñitaù—〜を失って; puruñeëa—その人物; 

bhümnä—至上の。 
    

 私が数日間、天界の惑星に客人としてとどまったとき、インドラデーヴァを含む半神たち全

員が、ニヴァータカヴァチャという名の悪魔を殺すため、ガーンディーヴァの弓を持つ私の腕

に庇護を求めました。王よ、アジャミーダの子孫よ、いま私は最高人格主神を失ってしまいま

した。私に剛力を授けてくださったその方を。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 天界の半神たちは、確かに私たちよりも知性があり力をそなえていますが、主シュリー・ク

リシュナの恩寵によって力が注がれたガーンディーヴァの弓を持つアルジュナに救いを求めな

くてはなりませんでした。主はあらゆる力をそなえた方であり、主の慈悲を授かった純粋な献

愛者は、主の望みどおりに力を授かり、またその力に限界はありません。そして主が、だれか

らであろうと、その力を取りさってしまえば、主の意志ゆえに、その力は消え失せてしまうの

です。 

 

第第第第１４１４１４１４節節節節    
    

YaØaNDav" ku-åbl/aiBDaMaNaNTaPaar‚ 
  Maek-ae   rQaeNa  TaTare_hMaTaqYaRSatvMa( ) 
Pa[TYaaôTa& bhu DaNa& c MaYaa Pareza& 
  TaeJaaSPad& Mai<aMaYa& c ôTa& iXarae>Ya" )) 14 )) 

    

yad-bändhavaù kuru-baläbdhim ananta-päram 

eko rathena tatare 'ham atérya-sattvam 

pratyähåtaà bahu dhanaà ca mayä pareñäà 
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tejäspadaà maëimayaà ca håtaà çirobhyaù 
    

 yat-bändhavaù—その方の友好関係だけによって; kuru-bala-abdhim—クル家の軍力という大

海 ; ananta-päram—乗りこえることのできないもの ; ekaù—一人 ; rathena—馬車に座って; 

tatare—渡りきることができた; aham—私自身; atérya—無敵の; sattvam—存在; pratyähåtam—取

り戻した; bahu—非常に大量の; dhanam—財産; ca—もまた; mayä—私の〜によって; pareñäm—

敵の; teja-äspadam—光の源; maëi-mayam—宝石で飾られた; ca—もまた; håtam—力づくで奪わ

れて; çirobhyaù—彼らの頭から。 
    

 カウラヴァ兄弟たちの軍力は広大な海と呼ぶにふさわしく、その海には無敵の戦士が住み、

だれもかれらを打ち負かすことはできません。それでも私は、主と友としての絆があったから

こそ、戦闘馬車に座ってその大海を制覇することができました。そして主の慈悲があったから

こそ、私は牛を取りもどし、まばゆい光を四方に放っていた宝石で飾られていた王たちの王冠

を大量に集めることができたのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カウラヴァ兄弟側には、ビーシュマ、ドローナ、クリパ、カルナなど、屈強の将軍が勢揃い

していましたし、かれらの力量は広大な海に匹敵し、だれも立ち向かうことはできませんでし

た。それでも、主クリシュナの恩寵があったからこそ、アルジュナはたったひとりで、馬車に

座り、苦もなくかれらを片っ端から葬りさることができました。敵軍では入れ替わり立ち替わ

り将軍が変わっていたのですが、パーンダヴァ兄弟側では、アルジュナだけが主クリシュナに

操られた戦闘馬車に乗って、かの大戦の全責任を一手にひきうけていたのです。同じように、

パーンダヴァ兄弟が身を明かすことなくヴィラータの地に住んでいたころ、カウラヴァ兄弟は

ヴィラータ王に争いをしかけ、王の大量の牛を強奪しようとしました。かれらが牛を連れさろ

うとしていたとき、アルジュナは名をふせてかれらと戦い、牛を取りもどし、さらには国王の

ターバンを飾る宝石を戦利品として力づくで手に入れました。アルジュナはそのことを思いだ

しています、主の恩寵があったからこそできたことなのだ、と。 

 

第第第第１５１５１５１５節節節節    
    

Yaae >aqZMak-<aRGauåXaLYacMaUZvd>a]‚ 
  raJaNYavYaRrQaMa<@l/Mai<@TaaSau ) 
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AGa]ecrae MaMa iv>aae rQaYaUQaPaaNaa‚ 
  MaaYauMaRNaa&iSa c d*Xaa Sah AaeJa AaC^RTa( )) 15 )) 

    

yo bhéñma-karëa-guru-çalya-camüñv adabhra- 

räjanya-varya-ratha-maëòala-maëòitäsu 

agrecaro mama vibho ratha-yüthapänäm 

äyur manäàsi ca dåçä saha oja ärcchat 
    

 yaù—それは主だけである; bhéñma—ビーシュマ; karëa—カルナ; guru—ドローナーチャーリ

ャ; çalya—シャリャ; camüñu—陣形の只中で; adabhra—広大な; räjanya-varya—偉大な王子達; 

ratha-maëòala—馬車のつながり; maëòitäsu—〜で飾られて; agre caraù—前進している; mama—

私のものの; vibho—偉大な王よ; ratha-yütha-pänäm—すべての御者達; äyuù—寿命や果報的活

動 ; manäàsi—心理的高まり; ca—もまた; dåçä—見つめることで ; sahaù—力; ojaù—強さ; 

ärcchat—撤回する。 
    

 すべての人々から寿命を奪いさるのは主だけであり、戦場では、ビーシュマ、カルナ、ドロ

ーナ、シャリャたちを筆頭とするカウラヴァ軍が構成した巨大な陣形から、戦局への対応力や

戦闘意欲を取りさったのです。彼らの陣形はきわめて巧妙に配備され、勝利を確信させるに充

分でしたが、戦いが進むなかで、主シュリー・クリシュナはそれらをすべて奪いさったのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 絶対人格主神、主シュリー・クリシュナは自らを拡張させ、完全拡張体パラマートマーとし

て全生命体の心臓のなかに住み、そして記憶、忘却、知識、知性の喪失、心の動きなどについ

て彼らを導いています（『ギーター』 第15章・第15節）。至高主である主クリシュナは、生

命体の寿命を延ばしたり縮めたりすることができます。こうして主は、自分の計画に応じてク

ルクシェートラの戦いを指揮したのです。主はユディシュティラをこの惑星の皇帝にするため

に戦争を望んだのであり、この超越的な事業を推しすすめるために、みずからの全能の意志を

とおして、敵側にいた兵士すべてを殺しました。相手方は、ビーシュマ、ドローナ、シャリャ

のような偉大な将軍に守られた軍力をそなえていましたから、主がありとあらゆる戦術を駆使

しなかったら、アルジュナにはとうてい勝てる見込みはありませんでした。そのような戦術は

政治家ならだれでも、また近代戦争でも使われていることですが、大がかりなスパイ活動、戦

術、外交上策略をとおして物質的な手段でなされています。しかしアルジュナは主が愛情を寄
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せる献愛者だったため、すべてにおいてアルジュナを不安におとしいれることなく行なわれま

した。それが主への献愛奉仕の方法です。 

 

第第第第１６１６１６１６節節節節    
    

YaÕae"zu Maa Pa[i<aihTa& Gauå>aqZMak-<aR‚ 
  Naá*i}aGaTaRXaLYaSaENDavbaiúk-aÛE" ) 
Aña<YaMaaegaMaihMaaiNa iNaæiPaTaaiNa 
  NaaePaSPa*éuNa*RhirdaSaiMavaSaurai<a )) 16 )) 

    

yad-doùñu mä praëihitaà guru-bhéñma-karëa- 

naptå-trigarta-çalya-saindhava-bählikädyaiù 

asträëy amogha-mahimäni nirüpitäni 

nopaspåçur nåhari-däsam iväsuräëi 
    

 yat—〜である者の下で; doùñu—腕による保護 ; mä praëihitam—位置されている私自身; 

guru—ドローナーチャーリャ; bhéñma—ビーシュマ; karëa—カルナ; naptå—ブーリシュラヴァ

ー; trigarta—スシャルマー王; çalya—シャリャ; saindhava—ジャヤドゥラタ王; bählika—マハー

ラージャ・シャーンタヌ（ビーシュマの父）の兄弟; ädyaiù—〜など; asträëi—武器; amogha—克

服できない; mahimäni—非常に力強い; nirüpitäni—適用した; na—〜ではない; upaspåçuù—触れ

た; nåhari-däsam—ヌリシンハデーヴァの召使い（プラフラーダ）; iva—〜のような; asuräëi—

悪魔達によって使われた武器。 
    

 ビーシュマ、ドローナ、カルナ、ブーリシュラヴァー、スシャルマー、シャリャ、ジャヤド

ゥラタ、バーフリカなど、大将軍たちが無敵の武器で私を攻撃してきました。しかし主クリシ

ュナの慈悲のおかげで、彼らは私の髪の毛１本にでさえ触れることができませんでした。同じ

ように、主ヌリシンハデーヴァの至上の献愛者プラフラーダ・マハーラージャは、自分に向け

られた武器にみじんも動じることがありませんでした。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ヌリシンハデーヴァの偉大な献愛者、プラフラーダ・マハーラージャの生涯については『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』の第７編で述べられています。プラフラーダ・マハーラージャ

は５歳の幼い少年で、極悪な父ヒラニャカシプにうとましがられていましたが、主の純粋な献
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愛者だったからという理由だけで迫害されていたのです。この悪魔の父は、献愛者だった息子

プラフラーダを殺すためにさまざまな手段をつくしましたが、主の恩寵で、危険きわまる攻撃

から完璧に守られていました。火のなかや沸騰する油のなかに入れられたり、丘の頂上から落

とされたり、象の足で踏みつけられそうになったり、毒を盛られたりしました。父は最後にみ

ずから剣を抜いて殺そうとしましたが、そこにヌリシンハデーヴァが現われ、その子の目のま

えで極悪非道の父を殺しました。これは、だれも主の献愛者は殺せないことを物語っています。

同じように、あらゆる危険な武器がビーシュマを筆頭とする強大な敵から浴びせられましたが、

アルジュナは主に救われました。 

 カルナ クンティーがマハーラージャ・パーンドゥと結婚するまえに、太陽神とのあいだに

もうけた子で、並外れた不屈の英雄の証しでもある腕輪やイヤリングなどに飾られて誕生しま

した。生まれた当時はヴァスセーナと呼ばれていましたが、成人すると、身につけて生まれた

自然な腕輪やイヤリングをインドラデーヴァに捧げ、以来、ヴァイカルタナという名で知られ

るようになりました。カルナは、処女だったクンティーから誕生したあと、ガンジス川に流さ

れました。そしてアディラタに拾われ、アディラタは妻ラーダーとともに自分の子として育て

ます。カルナはひじょうに慈善の心が篤く、とくにブラーフマナにはすべてを差しだすつもり

でいました。その慈善の精神で、自分の腕輪やイヤリングをインドラデーヴァに捧げましたが、

受けとったインドラデーヴァはその心意気にたいそう喜び、返礼としてシャクティという優れ

た武器を授けました。カルナはドローナーチャーリャの生徒の一人として認められ、アルジュ

ナとは出会ったときからライバル関係にありました。アルジュナとの敵対関係を見たドローナ

ーチャーリャは、彼を自分の付き添い人に加え、やがて強い親密な絆になっていきます。カル

ナはドラウパディーのスヴァヤンヴァラの式典に出席していましたが、会場で自分の力量を誇

示しようとしたとき、ドラウパディーの兄が、シュードラである大工の子として生まれたカル

ナはこの試合には参加できない、と宣言しました。こうしてカルナは参加を断わられましたが、

アルジュナが天井に吊された魚の的を首尾よく射抜き、ドラウパディーがアルジュナに花輪を

捧げ、アルジュナがドラウパディーとともに会場を去ろうとしたとき、落胆したほかの王子た

ちと一緒になって猛然と攻撃をしかけ、道をふさごうとしました。とくにカルナは激しくアル

ジュナと戦いましたが、一人残らずアルジュナに撃破されました。ドゥリョーダナはカルナを

贔屓にしていましたが、それはアルジュナがいつもカルナと敵対関係にあったからであり、権

力を掌握していたドゥリョーダナは彼をアンガ国の王位に就任させました。カルナはドラウパ

ディーと結婚できなかったはらいせに、ドゥリョーダナにドゥルパダを攻撃するようけしかけ

ます。勝てばアルジュナもドゥルパダも生け捕りにできる、と考えたからです。しかしドロー
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ナーチャーリャがその陰謀を反対したため、結局実行することはできませんでした。カルナは

アルジュナだけではなく、ビーマセーナにも何度も敗北を喫しています。ベンガル、オリッサ、

マドラスを合わせた地区の王でもありました。のちに、マハーラージャ・ユディシュティラが

主宰したラージャスーヤ供儀祭では積極的に行動し、シャクニが膳立てをした敵対する兄弟同

士間で賭博が行なわれたとき、カルナも参加し、ドラウパディーが賭に出されたとき、ほくそ

えみました。これが過去の遺恨に火をつけます。ドラウパディーが賭の対象になったとき、カ

ルナはそのことを公に知らせましたが、ドゥフシャーサナにパーンダヴァ兄弟とドラウパディ

ーの衣服をはぎとるよう命じたのはカルナでした。そして、別の夫と選ぶようドラウパディー

に要求します。パーンダヴァ兄弟が賭に負けたことで、彼女はクル家の奴隷にならざるをえな

かったからです。カルナはいつもパーンダヴァ兄弟を敵視し、機会さえあれば、どのような手

段を講じても彼らを屈服させようとしました。クルクシェートラの戦いでは、この戦争の結末

を予知し、主クリシュナがアルジュナの御者になっているため、アルジュナに勝利の女神が微

笑むことを知っていました。カルナはいつもビーシュマと意見を異にし、ときには強い自尊心

ゆえに、ビーシュマが邪魔さえしなければパーンダヴァ兄弟を５日以内に始末できる、とも言

っています。しかし、ビーシュマが戦死したときには大いに心を痛めました。カルナはインド

ラデーヴァから授かったシャクティ武器でガトートゥカチャを殺しました。息子のヴリシャセ

ーナはアルジュナに殺されています。またカルナはパーンダヴァ兄弟側のかなりの兵士を殺し

ました。最後にアルジュナと熾烈な争いを繰りひろげましたが、アルジュナの王冠を射落とせ

るのはカルナしかいませんでした。しかし戦いの途中、馬車の車輪が泥にはまり、カルナは馬

車から降りて車輪を出そうとしたのですが、アルジュナはこの機に乗じ、攻撃しないよう嘆願

するカルナを殺しました。 

 ナプター、別名ブーリシュラヴァー ブーリシュラヴァーはクル家の家族の一人であるソー

マダッタの息子です。兄弟にシャリャがいます。兄弟二人、そして父親もドラウパディーのス

ヴァヤンヴァラの式典に参加しました。全員が、主の献愛者で友人であるアルジュナの抜群の

力を讃え、ブーリシュラヴァーは我が子であるドゥリタラーシュトラの息子たちに口論や争い

を仕掛けてはいけない、と助言をしました。また彼らはマハーラージャ・ユディシュティラの

ラージャスーヤの供儀祭に参加しています。ブーリシュラヴァーは、アクシャウヒニー（軍の

単位）の１個連隊、軍隊、騎兵隊、象、戦闘馬車を持ち、それらはクルクシェートラの戦いで

ドゥリョーダナ軍のために使われました。ビーマはブーリシュラヴァーをユータ・パティの一

人と考えていました。クルクシェートラの戦いでは、とくにサーテャキと死闘を演じ、サーテ

ャキの10人の息子を殺しています。のちに、アルジュナが彼の手を切り落とし、最後にはサー
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テャキに殺されました。戦死したあと、彼はヴィシュヴァデーヴァのなかに融合しました。 

 トゥリガルタ、別名スシャルマー マハーラージャ・ヴリッダクシェートラの息子で、トゥ

リガルタデーシャ国の王であり、ドラウパディーのスヴァヤンヴァラの式典に参加しました。

ドゥリョーダナの同盟者の一人で、ドゥリョーダナにマトゥッシャデーシャ（ダルバンガ）国

を攻撃するよう助言をしました。ヴィラータ・ナガラで起こった牛の盗難事件では、マハーラ

ージャ・ヴィラータを捕らえることができましたが、のちに彼はビーマによって解放されまし

た。クルクシェートラの戦いでは勇敢に戦ったものの、最後にアルジュナに殺されました。 

 ジャヤトゥラタ マハーラージャ・ヴリッダクシェートラのもう一人の息子。シンドゥデー

シャ（現在のシンドゥ・パキスタン）の王。妻の名はドゥフシャラー。ドラウパディーのスヴ

ァヤンヴァラの式典に列席し、彼女との結婚を強く望んだのですが、試合で敗北します。しか

しそれ以来、ドラウパディーをしつこく追うようになり、あるとき、シャリャデーシャでの結

婚式に向かっているとき、途中のカーミャヴァナでふたたびドラウパディーに出会い、以前に

もましてその美しさに心を奪われました。当時パーンダヴァ兄弟とドラウパディーは、賭博で

王国を失って追放生活をおくっており、ジャヤドゥラタは、自分の仲間の一人であるコーティ

シャッシャをとおして、不義の関係を迫ります。ドラウパディーはジャヤドゥラタの申し出を

すぐに断固として断わりますが、ドラウパディーの美しさに目がくらんでいる彼は、執拗に迫

りました。しかしそのたびにドラウパディーに断わられます。そして彼は、彼女を強引に馬車

で連れさろうとするのですが、ドラウパディーに突きとばされ、根本から切り倒された木のよ

うに倒れました。ジャヤドゥラタはひるまず、彼女を力ずくで馬車に座らせました。この事件

の一部始終を見ていたのがダウミャ・ムニで、ジャヤドゥラタの行動を厳しく叱責します。ム

ニは馬車を追跡しましたが、このことはダートゥレーイキーをとおしてマハーラージャ・ユデ

ィシュティラに知らされました。パーンダヴァ兄弟はジャヤドゥラタの軍を攻撃して全滅させ、

最後にビーマがジャヤドゥラタを捕らえて激しく殴打し、半殺しにしました。そして５本の毛

髪を残して丸坊主にされ、マハーラージャ・ユディシュティラの奴隷として国王たちのまえに

引き出されます。そして、ユディシュティラ王の奴隷であることを居ならぶ王子たちの面前で

認めるよう強いられ、さらにユディシュティラ王本人のまえに連れてこられました。心優しい

マハーラージャ・ユディシュティラはすぐに彼を放免するよう命じ、これにドラウパディーも

同意します。ジャヤドゥラタはこうして自分の国に戻ることを許されました。これほどの侮辱

を受けた彼はヒマラヤのガンゴートゥリに行き、主シヴァを喜ばせるために厳しい修行に打ち

こみます。そしてパーンダヴァ兄弟全員に勝てる、あるいは少なくとも一人だけにでも勝つ、

という恩恵を求めました。そしてクルクシェートラの戦いが始まり、彼はドゥリョーダナの側
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につきました。戦闘開始１日目、彼はマハーラージャ・ドゥルパダと戦い、次にヴィラータ、

そしてアビマンニュと戦います。アビマンニュが７人の大将軍たちに包囲されて無慈悲に殺さ

れようとしていたとき、パーンダヴァ兄弟はジャヤドゥラタに助けてくれるよう乞いました。

しかし彼は拒絶し、主シヴァの慈悲で授かった驚くべき腕力を使って攻撃してきました。この

ときアルジュナはジャヤドゥラタを殺す誓いをたてましたが、その言葉を聞いておののいたジ

ャヤドゥラタは戦場から逃亡しようと考え、この臆病な行為を許してくれるようカウラヴァ兄

弟たちに嘆願しました。しかしそれは許されず、反対にアルジュナと戦うはめになります。二

人の戦いが続いていたとき、主クリシュナはアルジュナに、シヴァがジャヤドゥラタに与えた

恩恵は、彼の頭を地面に落とした者はだれであろうとすぐに死ぬ、というものでした。そして

主はアルジュナに、ジャヤドゥラタの頭を、当時サマンタ・パンチャカという巡礼地で苦行を

していた彼の父親の膝に直接投げつけるように助言をしました。アルジュナはその助言を実行

し、矢を放ってジャヤドゥラタの頭を切りはなし、その首をジャヤドゥラタの父の元に⾶ばし

ました。自分の膝の上に生首が⾶んできたことに驚いた父は、すぐにそれを地面に投げつけま

した。その結果、ジャヤドゥラタの父の額は７つに裂け、命を落としたのでした。 

 

第第第第１７１７１７１７節節節節    
    

SaaETYae v*Ta" ku-MaiTaNaaTMad wRìrae Mae 
  YaTPaadPaÚMa>avaYa >aJaiNTa >aVYaa" ) 
Maa& é[aNTavahMarYaae riQaNaae >auivï& 
  Na  Pa[ahrNa( YadNau>aaviNarSTaictaa" )) 17 )) 

    

sautye våtaù kumatinätmada éçvaro me 

yat-päda-padmam abhaväya bhajanti bhavyäù 

mäà çränta-väham arayo rathino bhuvi-ñöhaà 

na präharan yad-anubhäva-nirasta-cittäù 
    

 sautye—戦闘馬車に関して; våtaù—従事して; kumatinä—悪い意識によって; ätma-daù—救う

者; éçvaraù—至高主; me—私の; yat—〜である者の; päda-padmam—蓮華の御足; abhaväya—解放

に関連して; bhajanti—奉仕をする; bhavyäù—知的階級の人々; mäm—私に; çränta—喉が乾いて; 

väham—私の馬達; arayaù—敵; rathinaù—偉大な将軍; bhuvi-ñöham—地面に立っているとき; 

na—〜ではない; präharan—攻撃した; yat—〜である者の; anubhäva—慈悲; nirasta—不在で; 

cittäù—心。 
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 喉の渇いた馬たちに水に飲ませるために馬車から降りた私を、敵将たちは殺そうとしません

でしたが、それはひとえに主の慈悲にほかなりません。また、主が私の御者になってくださる

ことを受けいれてしまったのは、私の主に対する崇敬の念の足らなさにほかなりません。主は、

解放を目ざすもっとも優れた人々によって崇拝され、奉仕を受けている方なのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 至高主、そして人格主神であるシュリー・クリシュナは、非人格論者と主の献愛者どちらに

も崇拝されている方です。非人格論者は、主の永遠で、喜びと知識に満ちた崇高な体から出て

いるまばゆい光輝を崇拝し、いっぽう献愛者は最高人格主神その方として崇拝します。非人格

論者よりも考え方が劣る人たちでさえ、主を、ある偉大な歴史的人物として考えます。しかし

主は、崇高な娯楽をとおしてすべての人々を魅了するために降誕するのであって、そうするこ

とで、もっとも完璧な主人、友人、息子、愛人としての役割を演じます。アルジュナとの超越

的な関係は友人でしたから、その役割を完璧に演じ、それは両親たち、愛人たち、妻たちとの

あいだでも同じように演じられています。そのような完璧で超越的な関係にいるあいだ、献愛

者たちは主の内的力ゆえに、自分の友人や息子が最高人格主神であることを忘れてしまい、ま

たときには、主のふるまいに惑わされることもあります。主が物質界を去ったあと、アルジュ

ナは自分の偉大な友人のことをいつも思っていましたが、アルジュナがしたことにまちがいは

なかったし、主をまちがって評価したわけでもありません。知性ある人は、アルジュナのよう

な純粋な献愛者とのあいだで交わされる主の超越的な活動に魅了されるものです。 

 戦争では水がたりなくなるのは周知の事実です。戦場では水はたいへん貴重なものとなり、

戦場で奮闘している動物や人間には、喉の渇きを癒す水はいつでも必要なものです。特に傷つ

いた兵士や将軍は死ぬときにひじょうに喉が渇き、ときには水がないばかりに死んでいくこと

も避けられません。しかし、戦場における水不足は地面に穴を掘ることで解決しました。神の

摂理で、地面に穴を掘る設備があれば、水はどこでもかんたんに手に入ります。現代でも地面

に穴を掘る方法が使われていますが、現代の技術者は、どこでもすぐに掘ることはできません。

しかし、パーンダヴァ兄弟たちの時代まで遡ると、アルジュナのような偉大な将軍たちはすぐ

に馬にでさえ水が飲ませられたのですから、人間はいうまでもありません。それは、鋭い矢を

地面に放ち、地層を貫いて地下から水を取りだすという方法であり、現代社会では知るよしも

ありません。 

 

第第第第１８１８１８１８節節節節    
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NaMaaR<YaudaråicriSMaTaXaaei>aTaaiNa 
  he PaaQaR he_JauRNa Sa%e ku-åNaNdNaeiTa ) 
SaÅiLPaTaaiNa Nardev ôidSPa*XaaiNa 
  SMaTauRluR/#=iNTa  ôdYa& MaMa MaaDavSYa )) 18 )) 

    

narmäëy udära-rucira-smita-çobhitäni 

he pärtha he 'rjuna sakhe kuru-nandaneti 

saïjalpitäni nara-deva hådi-spåçäni 

smartur luöhanti hådayaà mama mädhavasya 
    

 narmäëi— 冗 談 を 交 わ し て ; udära— ざ っ く ば ら ん に 話 し て ; rucira— 心 地 よ い ; 

smita-çobhitäni—微笑みで飾られて; he—呼びかけの言葉; pärtha—プリターの子よ; he—呼びか

け の 言 葉 ; arjuna— ア ル ジ ュ ナ ; sakhe— 友 人 ; kuru-nandana— ク ル 家 の 子 ; iti— な ど ; 

saïjalpitäni—そのような会話; nara-deva—王よ; hådi—心; spåçäni—感動的な; smartuù—それら

を思いだすことで; luöhanti—圧倒されて; hådayam—熱心に; mama—私の; mädhavasya—マーダ

ヴァ（クリシュナ）の。 
    

 王よ！ 主との冗談やざっくばらんな会話は心地よく、主の微笑みで美しく飾られています。

主が私に「プリターの子よ、友よ、クル家の子よ」などと呼びかけられ、その心優しさを思い

かえすたびに、私は悲しみに沈んでいるのです。 

 

第第第第１９１９１９１９節節節節    
    

XaYYaaSaNaa$=Naivk-TQaNa>aaeJaNaaid‚ 
  ZvEKYaaÜYaSYa ‰TavaiNaiTa ivPa[l/BDa" ) 
Sa:Yau" Sa%ev iPaTa*vtaNaYaSYa Sav| 
  Saehe   MahaNMaihTaYaa  ku-MaTaerga&  Mae )) 19 )) 

    

çayyäsanäöana-vikatthana-bhojanädiñv 

aikyäd vayasya åtavän iti vipralabdhaù 

sakhyuù sakheva pitåvat tanayasya sarvaà 

sehe mahän mahitayä kumater aghaà me 
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 çayyä—１つのベッドの上で眠っている; äsana—１つの椅子に座っている; aöana—一緒に歩

いている; vikatthana—自分を讃えること; bhojana—一緒に食事をしている; ädiñu—そして、その

ような付き合い方すべてにおいて; aikyät—一体性ゆえに; vayasya—友よ; åtavän—誠実な; iti—

そのように ; vipralabdhaù—不作法 ; sakhyuù—友人に ; sakhä iva—ちょうど友人のように ; 

pitåvat—ちょうど父親のように; tanayasya—子どもの; sarvam—すべて; sehe—耐えた; mahän—

偉大な; mahitayä—栄光によって; kumateù—低い意識を持つ者の; agham—侮辱; me—私のもの。 
    

 よく私たちは、いっしょに住み、眠り、座り、そぞろ歩きをすることがありました。そして

自分の騎士道精神のことを自慢するときにまちがったことを言ったりすると、私はよく「友よ、

きみはとても誠実な人だねぇ」と皮肉っぽくとがめたりしたものです。自分がそのように過小

評価されても、主は、至高の魂ですから、私のそんな失礼な言葉に耐えてくださった。ほんと

うの友がほんとうの友を許すように、父親が子を許すように、私を許してくださったのです。

父親が子どもを許すように。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 至高主シュリー・クリシュナは、あらゆる面で完璧な方ですから、純粋な献愛者との崇高な

娯楽にはどのような点から見ても、友人、あるいは息子や愛人だとしても、不備なところはあ

りません。主は、偉大で博識な学者やありきたりの宗教家がうやうやしく捧げるヴェーダの聖

歌よりも、友人、両親、恋人からの非難を味わっているのです。 

 

第第第第２０２０２０２０節節節節    
    

Saae_h& Na*PaeNd] rihTa" PauåzaetaMaeNa 
  Sa:Yaa iPa[Yae<a Sauôda ôdYaeNa éUNYa" ) 
AßNYauå§-MaPairGa]hMa(r) r+aNa( 
  GaaePaErSaiÙrble/v   iviNaiJaRTaae_iSMa )) 20 )) 

    

so 'haà nåpendra rahitaù puruñottamena 

sakhyä priyeëa suhådä hådayena çünyaù 

adhvany urukrama-parigraham aìga rakñan 

gopair asadbhir abaleva vinirjito 'smi 
    

 saù—それ; aham—私自身; nåpa-indra—皇帝よ; rahitaù—〜を奪われて; puruña-uttamena—至
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高主によって; sakhyä—友人によって; priyeëa—私のもっとも愛しい方によって; suhådä—幸せ

を 望 む 方 に よ っ て ; hådayena— 身 も 心 も ; çünyaù— 空 虚 な ; adhvani— 最 近 ; 

urukrama-parigraham—完全な力を持つ方の妻達; aìga—体; rakñan—守っている間; gopaiù—牛

飼い達によって; asadbhiù—不信心者によって; abalä iva—弱い女性のように; vinirjitaù asmi—私

は敗北した。 
    

 皇帝よ。いま私は、友でもあり、私の幸せを願ってくれるもっとも愛しい方でもある最高人

格主神と離ればなれになり、そのため、私の心からすべてがなくなったような空しさを感じて

います。主がいないあいだ、私がクリシュナの奥方たちの体を守っていたあいだ、私は不信心

な牛飼いたちに勝つことができなかったのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 この節で重要なことは、なぜアルジュナが卑しい牛飼いたちに負けたのか、卑俗な牛飼いた

ちがなぜ、アルジュナに守られていた主クリシュナの妻たちの体に触れることができたのか、

という点にあります。シュリーラ・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティー・タークラは、

『ヴィシュヌ・プラーナ』と『ブラフマ・プラーナ』を比較分析することで、この矛盾点を明

確に説明しています。あるとき天界の美しい女性たちが、アシュターヴァクラ・ムニに巧みに

仕えて満足させることができ、ムニは至高主を夫として迎えることのできる恩恵を女性たちに

授けました。アシュターヴァクラ・ムニは、体の８カ所の関節が曲がっていたため、独特の変

わった動きで歩いていました。彼女たちはその動きを見て笑いを抑えることができず、ムニは

そんな彼女たちに怒りをおぼえ、「たとえ主を夫にしても、おまえたちは悪漢たちに誘拐され

る」と呪いました。のちに、彼女たちは祈りを捧げてふたたびムニを喜ばせることができ、ム

ニは「悪人たちに誘拐されたあとでも、夫を取りもどすことができる」と祝福しました。主は

この偉大なムニの言葉を守るために、アルジュナに守られていた自分の妻たちをみずから誘拐

したのです。主がそうしなかったら、彼女たちは悪漢たちに触られたとたんに死んでしまった

ことでしょう。それに、主の妻になることを祈ったゴーピーたちのなかには、その望みが実現

されたあと、それぞれ自分の家に戻っています。主クリシュナは、自分が物質界から去ったあ

と、自分にまつわる物事すべてがふたたび精神界に帰っていくよう考えていましたし、その帰

っていく条件がそれぞれ異なっていただけなのです。 

 

第第第第２２２２１１１１節節節節    
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TaÜE DaNauSTa wzv" Sa rQaae hYaaSTae 
  Saae_h&  rQaq Na*PaTaYaae YaTa AaNaMaiNTa ) 
Sav| +a<aeNa Tad>aUdSadqXair¢&- 
  >aSMaNa( huTa& ku-hk-raÖiMavaeáMaUZYaaMa( )) 21 )) 

    

tad vai dhanus ta iñavaù sa ratho hayäs te 

so 'haà rathé nåpatayo yata änamanti 

sarvaà kñaëena tad abhüd asad éça-riktaà 

bhasman hutaà kuhaka-räddham ivoptam üñyäm 
    

 tat—同じもの; vai—確かに; dhanuù—同じ弓; te iñavaù—矢; saù—まったく同じもの; rathaù—

馬車; hayäù te—まったく同じ馬達; saù aham—私は同じアルジュナである; rathé—馬車の戦士; 

nåpatayaù—すべての王達; yataù—〜である者に; änamanti—彼らの敬意を捧げた; sarvam—す

べて; kñaëena—その瞬時の告知; tat—それらすべて; abhüt—〜になった; asat—無価値な; éça—

主ゆえの; riktam—空虚で; bhasman—灰; hutam—バターを捧げている; kuhaka-räddham—魔術

によって集められた金; iva—〜のようなもの; uptam—植えて; üñyäm—不毛の土地の。 
    

 私は今でも、同じガーンディーヴァの弓を、同じ矢を、同じ馬に引かれた同じ馬車を持って

いますし、あらゆる国王たちが敬意を捧げた以前と変わらぬアルジュナとしてそれらを使って

います。ところが、主クリシュナが姿を消されてしまったいま、そのすべてが、告知されたあ

る瞬間から、まったく価値のないものに変わってしまいました。それはまさに、灰に精製され

たバターを捧げるようなもの、魔法の杖で金を集めるようなもの、不毛の土地に種を植えるよ

うなものです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
 これまで何度も話してきたことですが、「借りているだけの羽根飾り」で慢心してはいけま

せん。すべてのエネルギーや力は、至高の源、すなわち主クリシュナから得られるのであり、

それは主が望んでいるかぎり機能し、主が引き込めたとたんに機能しなくなります。電気エネ

ルギーは発電所から送られてくるものであり、発電所が電力を供給しなくなれば、その瞬間か

ら電球はなんの役にもたちません。瞬時のうちに、主の至高の意志によって、どのようなエネ

ルギーも作られたりなくなったりするのです。主に祝福されていない物質文明は子どもの遊び

と同じです。子どもの遊びは、親が許していれば問題はありません。しかし親がやめさせれば、
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その子はそれ以上遊べなくなります。人間文化やそれに関する活動すべては、主の至高の祝福

に支えられていなくてはなりませんし、その祝福がなければ、人間文化の発達は死体のデコレ

ーションと同じです。ここでは、死んだ文化もその活動も、いわば、灰の上に精製されたバタ

ーを注ぐこと、魔法の杖で金を集めること、そして不毛の土地に種を植えるようなもの、と言

われています。 

 

第第第第２２２２２−２３２−２３２−２３２−２３節節節節    
    

raJa&STvYaaNauPa*íaNaa&  Sauôda&  Na"  SauôTPaure ) 
ivPa[XaaPaivMaU!aNaa&   iNaganTaa&  Mauiíi>aiMaRQa" )) 22 )) 
vaå<aq& Maidra& PaqTva MadaeNMaiQaTaceTaSaaMa( ) 
AJaaNaTaaiMavaNYaaeNYa&   cTau"PaÄavXaeizTaa" )) 23 )) 

    

räjaàs tvayänupåñöänäà 

suhådäà naù suhåt-pure 

vipra-çäpa-vimüòhänäà 

nighnatäà muñöibhir mithaù 
    

väruëéà madiräà pétvä 

madonmathita-cetasäm 

ajänatäm ivänyonyaà 

catuù-païcävaçeñitäù 
    

 räjan—王よ; tvayä—あなたによって; anupåñöänäm—あなた尋ねたとおりに; suhådäm—友人

や親族の; naù—私達の; suhåt-pure—ドゥヴァーラカーの都市の ; vipra—ブラーフマナ達; 

çäpa—〜の呪いによって; vimüòhänäm—騙された者の; nighnatäm—殺された者の; muñöibhiù—

棒 の 束 で ; mithaù— 彼 ら 同 士 で ; väruëém— 発 酵 し た 米 ; madiräm— 酒 ; pétvä— 飲 ん で ; 

mada-unmathita—陶酔して; cetasäm—その心理状態で; ajänatäm—認識できなくなった者の; 

iva—〜のような; anyonyam—互いに; catuù—４; païca—５; avaçeñitäù—今残っている。 
    

 王よ。ドゥヴァーラカーにいる私たちの友や親族についてお尋ねになったから、お知らせし

ましょう。彼らはことごとくブラーフマナたちに呪われ、その結果、米の醸造酒を飲んだあげ

く、だれかれの見境もつかなくなるほど酔っぱらい、棒で互いに殺しあいました。いま残って
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いるのは４人か５人。あとは一人残らず死んでしまいました。 

 

第第第第２４２４２４２４節節節節    
    

Pa[aYae<aETad(   >aGavTa   wRìrSYa   ivceiíTaMa( ) 
iMaQaae iNaganiNTa >aUTaaiNa >aavYaiNTa c YaiNMaQa" )) 24 )) 

    

präyeëaitad bhagavata 

éçvarasya viceñöitam 

mitho nighnanti bhütäni 

bhävayanti ca yan mithaù 
    

 präyeëa etat— そ れ は ほ と ん ど 〜 に よ る ; bhagavataù— 人 格 主 神 の ; éçvarasya— 主 の ; 

viceñöitam— 〜 の 意 志 に よ っ て ; mithaù— 互 い に ; nighnanti— 殺 す ; bhütäni— 生 命 体 達 ; 

bhävayanti—また守る; ca—もまた; yat—〜である者の; mithaù—互いに。 
    

 ほんとうに、これは人格主神の至上の意志あってのことです。人はときに殺しあい、またと

きに互いを守ろうとします。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 人類学者は、生存競争と適者生存という自然の法則がある、と言います。しかし彼らが見落

としているのは、その背後に最高人格主神の至上の指揮があるという事実です。『バガヴァッ

ド・ギーター』は、自然の法則は主の指揮下で動いている、と確証しています。ですから、世

界が平和であれば、それは主のすばらしい意志が働いている証しと考えなくてはなりません。

そして世界が動乱状態にあれば、それも主の至上の意志によるものです。１枚の葉でさえ、主

の意志なくして動くことはありません。ですから、主によって定められた規定原則が無視され

れば、人同士、あるいは国同士の戦争が起こります。だからこそ、平和への確かな道は、すべ

てを主が確立した規則と一致させることにあります。確立された規則とは、なにをしようと、

なにを食べようと、なにを犠牲にしようと、あるいはなにを慈善として施そうと、それは主を

完全に満足させるためになすべきだということです。主の意志に反して、なにかをする、なに

かを食べる、なにかを犠牲にし、慈善を施すべきではありません。思慮深さは勇気という優れ

た気質の一部ですが、主を喜ばせる活動とそうではない活動の違いをどう判断するか、学ばな

くてはなりません。活動とは、主の喜びにつながるのか、あるいは主の不満につながるかで判
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断されるべきものです。自分のきまぐれで決定してはなりません。いつでも、主の喜びによっ

て導かれなくてはならないのです。そのような行動を『バガヴァッド・ギーター』（第２章・

第50節）は、yogaù karmasu kauçalam（ヨーガハ カルマス カウシャランム）、すなわち至高主と結

ばれてなされる活動、といいます。それが物事を完璧に実践する秘訣です。 

 

第第第第２５−２６２５−２６２５−２６２５−２６節節節節    
    

Jal/aEk-Saa&  Jale/ YaÜNMahaNTaae_dNTYa<aqYaSa" ) 
dubRl/aNbil/Naae raJaNMahaNTaae bil/Naae iMaQa" )) 25 )) 
Wv&    bil/ïEYaRdui>aMaRhiÙirTaraNa(    iv>au" ) 
YadUNa(  Yadui>arNYaaeNYa&  >aU>aaraNa(  SaÅhar h )) 26 )) 

    

jalaukasäà jale yadvan 

mahänto 'danty aëéyasaù 

durbalän balino räjan 

mahänto balino mithaù 
    

evaà baliñöhair yadubhir 

mahadbhir itarän vibhuù 

yadün yadubhir anyonyaà 

bhü-bhärän saïjahära ha 
    

 jalaukasäm—水生動物の; jale—水中の; yadvat—〜であるように; mahäntaù—より大きな者達; 

adanti—飲み込む; aëéyasaù—より小さな者達; durbalän—弱い者; balinaù—より強い者; räjan—

王よ; mahäntaù—もっとも強い者; balinaù—それほど強くない; mithaù—両者間で; evam—その

ように; baliñöhaiù—もっとも強い者によって; yadubhiù—ヤドゥ家の子孫によって; mahadbhiù—

より強い力を持つ者; itarän—共通の者達; vibhuù—最高人格主神; yadün—ヤドゥ家全員; 

yadubhiù—ヤドゥ家によって; anyonyam—互いの間で; bhü-bhärän—世界の重荷; saïjahära—降

ろされて; ha—過去に。 
    

 王よ。海中で、大きく強い生物が小さく弱い生物を飲みこむように、最高人格主神も、地球

の重荷を軽くするために、強いヤドゥ家が弱いヤドゥ家、大きなヤドゥ家が小さなヤドゥ家を

殺すよう仕向けました。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 物質界では生存競争と適者生存は避けられない法則です。この世界では、だれもが物質資源

を支配しようとする望みを持っているために彼らのあいだに不釣り合いが生じるからです。物

質自然界を支配しようとするその心理こそが、条件づけられた生活の根本原因です。そして主

の幻想エネルギーが、その模倣の主人たちに便宜を提供するために、生命体のなかに強い者と

弱い者を作り、条件づけられた生命体のあいだにその不均衡を作りだしました。物質自然界や

創造世界を支配しようとする考えゆえに、不均衡が生じ、さらにその結果として生存競争の法

則も作りだされました。精神界にはそのような不均衡も生存競争もありません。だれもが永遠

に存在しているから生存競争はありません。だれもが至高主に仕えたいと思い、そして自分が

恩恵を受ける側になろうというイミテーションの主になりたいとはだれも思わないから、不均

衡は生じません。主は、生命体を含む一切万物を創造した方ですから、存在するものすべての

ほんとうの所有者あるいは享楽者ですが、物質界では、マーヤー・幻想の魔力のために、最高

人格主神との永遠の関係は忘れられており、そのために、生命体は生存競争と適者生存の法律

に条件づけられています。 

 

第第第第２７２７２７２７節節節節    
    

deXak-al/aQaRYau¢-aiNa  ôtaaPaaePaXaMaaiNa  c ) 
hriNTa SMarTaiêta& GaaeivNdai>aihTaaiNa Mae )) 27 )) 

    

deça-kälärtha-yuktäni 

håt-täpopaçamäni ca 

haranti smarataç cittaà 

govindäbhihitäni me 
    

 deça—空間; käla—時; artha—重要性; yuktäni—〜で植えつけられて; håt—心; täpa—燃えてい

る; upaçamäni—消している; ca—そして; haranti—引きつけている; smarataù—思いだすことで; 

cittam—思考; govinda—喜びの最高主神; abhihitäni—〜によって語られた; me—私に。 
    

 いま私は人格主神（ゴーヴィンダ）によって私に授けられた数々の教えに魅了されています。

あらゆる時代や空間という状況で、物質界の炎に焼かれている苦しむ心を癒す教えで満たされ

ているからです。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ここでアルジュナは、クルクシェートラの戦場で主から授けられた『バガヴァッド・ギータ

ー』の教えについて話しています。主が『バガヴァッド・ギーター』の教えをこの世に残した

のは、ただアルジュナのためだけではなく、あらゆる時代や場所の人々のためでもありました。

『バガヴァッド・ギーター』は最高人格主神によって語られたものですから、ヴェーダの知恵

の真髄です。ウパニシャッド、プラーナ、『ヴェーダンタ・スートラ』など、厖大なヴェーダ

経典を研究する時間のほとんどない人々すべてのために、主自身によってじつに巧みに説かれ

ました。知性に欠ける階級の人々、つまり女性、労働者、そしてブラーフマナ、クシャトリヤ、

ヴァイシャ階級でも高い地位にある人々のため偉大な史書『マハーバーラタ』のなかに組みこ

まれています。クルクシェートラの戦場でアルジュナの心に湧きおこった問題は、『バガヴァ

ッド・ギーター』の教えによって解消されました。主が地球の人々の視界から消えさったあと、

授かった力や名声が征服されるという事態にふたたび直面したアルジュナは、『バガヴァッド・

ギーター』の気高い教えをもういちど味わいたいと考えました。それは『バガヴァッド・ギー

ター』が、あらゆる心の苦しみを慰めてくれるだけではなく、人を苦しめる危機的状況という

厳しい束縛から抜けだす方法さえ含む、どのような苦境にあっても頼ることのできる知識の対

象であることを、興味を持つ人々すべてに教えるためでした。 

 慈悲深い主は、『バガヴァッド・ギーター』というすばらしい教えを私たちに残しましたが、

それは、物質的な目しか持たないために主を見ることのできない私たちが主の教えを授かるよ

うに、という配慮だったのです。物質的な感覚では至高主の偉大さを理解することはできませ

んが、主は想像を絶する力を使い、主の具現されたエネルギーの別の姿でもある物質の代理を

とおして、適切な方法で、条件づけられた魂の知覚力に合わせて化身として現われます。この

ように、『バガヴァッド・ギーター』にしても、また主の典拠ある経典という音の表われも、

化身と言えます。主の言葉の表われと主自身に違いはありません。私たちは、アルジュナが主

とじかに接触して得た同じ恩恵を『バガヴァッド・ギーター』から得られるのです。 

 物質存在の束縛から解放されることを望んでいる忠実な人は、『バガヴァッド・ギーター』

の恩恵をかんたんに受けとることができますから、主はその考えにもとづき、あたかもアルジ

ュナが必要としていたかのように教えを授けました。『バガヴァッド・ギーター』には、５種

類の重要な知識が描写されています。それは(1)至高主、 (2)生命体、(3)自然、(4)時と空間、そ

して(5)活動の方法です。このなかで、至高主と生命体は質から見れば一つです。両者の違いは

「全体と部分の違い」です。自然は自動力のない物質であり、３種類の様式の相互作用として

表われ、永遠の時と空間は物質自然界を超えていると考えられています。生命体の活動にはさ
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まざまな素質が含まれており、それが生命体を物質自然界のなかで束縛させもし、また解放も

させてくれます。この主題はすべて『バガヴァッド・ギーター』で簡潔に述べられており、さ

らにその主題は、私たちをより深く啓蒙させるために『シュリーマド・バーガヴァタム』で詳

細に述べられています。この５つの主題のなかで、至高主、生命体、自然、時と空間は永遠で

すが、生命体、自然、時は、絶対的で一切の支配に影響されない至高主の指揮下で動いていま

す。至高主こそ、最高の支配者なのです。生命体の物質的な活動には始まりがありませんが、

精神的な質に変えることで、矯正することができます。そして物質的な反動を終わらせること

ができます。主も生命体も意識を持つ存在であり、どちらも生命力としての意識をそなえてい

るため、自己を認識する感覚を持っています。しかし、生命体はマハトゥ・タットヴァという

物質自然界の条件下にいるために、自分と主は違う存在である、とまちがって認識することが

あります。ヴェーダの知恵にこめられた計画はすべて、そのような誤解を根絶し、その結果、

生命体を物質的な同一視という幻想から解放させるために定められています。そのような幻想

が知識と放棄心によって根絶させられると、生命体は責任ある活動者に、そして享楽者にもな

ります。主が持っている楽しもうとする感覚は真実ですが、生命体が持つ同じ感覚は、いわば

楽しもうとするだけの望みにすぎません。この意識の違いは、二人の、すなわち主と生命体の

自己同一性の違いです。それ以外に、主と生命体のあいだに違いはありません。ですから生命

体は永遠に同時に一つで異なる存在です。『バガヴァッド・ギーター』の教え全体がこの原則

にのっとっています。 

 『バガヴァッド・ギーター』では、主と生命体はどちらもサナータナ（sanätana）・永遠で

あると述べられており、物質空間をはるかに超えた主の住居もサナータナと表現されています。

生命体は、魂の解放された活動が行なわれている主のサナータナの世界に来るよう誘われてお

り、生命体をその住居に近づけてくれる方法をサナータナ・ダルマといいます。しかし、物質

的な自己認識から解放されていなければ主の永遠の住居に入ることはできませんし、『バガヴ

ァッド・ギーター』は、この完璧な境地に辿りつく手がかりを私たちに説いています。物質的

な自己認識から解放される方法は、さまざまな段階で、果報的活動、経験主義敵哲学、献愛奉

仕と呼ばれ、最終的に超越的な悟りに導いてくれます。その超越的な悟りは、主に関連して用

意されている方法すべてを実践することで実現できます。人類に定められた義務は、ヴェーダ

に示されているように、条件づけられた魂の罪な心を徐々に清め、そして知識の段階に高めて

くれます。獲得した知識によって浄化された段階が、主への献愛奉仕の礎（いしずえ）になります。

人生の問題解決を研究する段階の知識はギャーナ、すなわち浄化された知識と呼ばれますが、

人生の真実の解決を悟った段階にいる人は、主への献愛奉仕に固定されます。『バガヴァッド・
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ギーター』は、魂と物質要素は違った存在であり、魂はどのような状況でも不滅だとするあら

ゆる理由と論点で証明することから始まり、物質という外側の覆いである肉体と心は、苦しみ

に満ちた物質存在におけるさまざまな状況に応じて変化する、と教えています。ですから『バ

ガヴァッド・ギーター』は、すべての苦しみに終止符を打つためにあり、アルジュナは、クル

クシェートラの戦場で授けられたこの偉大な知識に身をゆだねているのです。 

 

第第第第２８２８２８２８節節節節    
    

SaUTa ovac 
Wv& icNTaYaTaae iJaZ<aae" k*-Z<aPaadSaraeåhMa( ) 
SaaEhadeRNaaiTaGaa!eNa  XaaNTaaSaqiÜMal/a  MaiTa" )) 28 )) 

    

süta uväca 

evaà cintayato jiñëoù 

kåñëa-päda-saroruham 

sauhärdenätigäòhena 

çäntäséd vimalä matiù 
    

 sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った; evam—このように; cintayataù—その教えを

考えていた間; jiñëoù—最高人格主神の; kåñëa-päda—クリシュナの御足; saroruham—蓮華に似

ている; sauhärdena—深い友情で; ati-gäòhena—強い親密さの中で; çäntä—なだめられて; äsét—

それはそのようになった; vimalä—物質的な穢れがまったくない; matiù—心。 
    

 スータ・ゴースヴァーミーが言った。「こうして、強い親密な友情をとおして授けられた主

の教えへの思いに深く没頭していたアルジュナの心は、慰められ、そしてあらゆる物質的な穢

れから解放された」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主は絶対的な方ですから、主を深く瞑想することはヨーガのトランス状態と同じです。主は、

主の名前、姿、質、娯楽、主にまつわる物事、特定の活動とまったく同じです。アルジュナは、

主がクルクシェートラの戦場で説いた教えについて考えはじめました。そしてその教えだけに

よって、アルジュナの心にある物質的な穢れは消えていきました。主は太陽のような方です。

太陽の出現は、暗闇あるいは無知がまたたくまにかき消されるということであり、主が献愛者
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の心に出現すれば、すぐに、苦しい物質的影響は追い払われます。ですから、主チャイタンニ

ャは、物質界の一切の穢れから守られるためにいつも主の名前を唱えるよう、私たちに勧めま

した。主から離れている思いは、献愛者にとってはもちろんつらいことですが、それは主と関

係していることですから、心を癒す特別の超越的な力があります。その惜別の念は崇高な至福

の源にもなるのであり、物質的で穢れた通俗な別れの感情とは比べものにはなりません。 

 

第第第第２９２９２９２９節節節節    
    

vaSaudevax(ga[yNauDYaaNaPairb*&ihTar&hSaa ) 
     >a¢-ya iNaMaRiQaTaaXaezk-zaYaiDaz<aae_JauRNa" )) 29 )) 

    

väsudeväìghry-anudhyäna- 

paribåàhita-raàhasä 

bhaktyä nirmathitäçeña- 

kañäya-dhiñaëo 'rjunaù 
    

 väsudeva-aìghri—主の蓮華の御足 ; anudhyäna—絶え間ない追憶 ; paribåàhita—広がった; 

raàhasä—急速に; bhaktyä—献身的思いで; nirmathita—静まって; açeña—無限の; kañäya—力; 

dhiñaëaù—考え方; arjunaù—アルジュナ。 
    

 主シュリー・クリシュナの蓮華の御足に対する途切れることのない追憶が、主への強い献身

の思いを急速に高め、その結果、アルジュナの心にあったゴミ屑はすべて跡形もなく消えてい

った。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 心のなかにある物質的な望みは、物質的な穢れというゴミ屑にすぎません。生命体はその穢

れのために、精神的正体としての存在を悟らせまいとする多くの幸福や苦しみに直面します。

条件づけられた魂は、なんども誕生を繰りかえすなかで、偽りでその場かぎりの快適・不愉快

な物事に巻きこまれています。それらは、物質的な望みに私たちが反応するために蓄積される

のですが、献愛奉仕をとおして主の多様なエネルギーのなかで超越的な主と触れあうとき、物

質的な望みの幻想や非現実性が如実に示され、生命体は超越的な知性をとおしてその正体を見

抜き、自分の真の境地を悟り、至福に満たされるのです。アルジュナは、『バガヴァッド・ギ

ーター』で教えられているように、主の教えに思いを集中させたその瞬間から、主との永遠な
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交流の本質が表わされ、こうして、彼は物質的な穢れすべてから解放されました。 

 

第第第第３０３０３０３０節節節節    
    

GaqTa& >aGavTaa jaNa& YaTa( TaTa( Sa°aMaMaUDaRiNa ) 
k-al/k-MaRTaMaaeåÖ&   PauNarDYaGaMaTa(   Pa[>au" )) 30 )) 

    

gétaà bhagavatä jïänaà 

yat tat saìgräma-mürdhani 

käla-karma-tamo-ruddhaà 

punar adhyagamat prabhuù 
    

 gétam—教えられた; bhagavatä—人格主神によって; jïänam—超越的知識; yat—〜であるもの; 

tat—それ; saìgräma-mürdhani—戦いの只中で; käla-karma—時と活動; tamaù-ruddham—そのよ

うな暗闇に包みこまれて; punaù adhyagamat—再びそれらを蘇らせて; prabhuù—自分の感覚の

主人。 
    

 主の崇高な娯楽と活動ゆえに、そして主が姿を消したために、アルジュナは人格主神が残し

た教えを忘れてしまったように見える。しかしそうではない。アルジュナはふたたび感覚の主

人になったのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 条件づけられた魂は、永遠なる時の力によって、果報的活動のなかに包みこまれています。

しかし至高主は、地上に化身となって現われても、カーラ、すなわち過去・現在・未来の影響

は受けません。主の活動は永久に続き、その活動は主のアートマ・マーヤー、内的力の表われ

です。主のすべての娯楽も活動も精神的な質に満ちあふれていますが、俗人の目には物質的な

活動と同じレベルの活動としか映りません。アルジュナと主はクルクシェートラの戦場で、敵

軍がそうであったように、一心不乱に戦っていたのですが、主はみずからの化身としての使命

を、そして永遠の友人であるアルジュナとの交流をはたしていたのです。ですから見た目には

物質的に思えても、その活動は、アルジュナが超越的な境地にいたことを否定するものではあ

りませんし、逆に、主みずから歌った主の歌という意識をよみがえらせたのです。この意識の

復活は、主が『バガヴァッド・ギーター』（第18章・第65節）で次のように確証しています。 
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man-manä bhava mad-bhakto 

mad-yäjé mäà namaskuru 

mäm evaiñyasi satyaà te 

pratijäne priyo 'si me 
    

 私たちはいつも主を思っていなくてはなりません。心は主をひとときも忘れてはならないの

です。主の献愛者になって、主に敬意を捧げるのです。その精神で生きる人は、まちがいなく、

主の蓮華の御足という庇護を得て主の祝福を授かります。この永遠の真理を疑う余地はみじん

もありません。アルジュナは主の親しい友でしたから、その秘密が彼に明らかにされたのです。 

 アルジュナは親族と戦う望みはいささかもありませんでしたが、主の使命をまっとうするた

めに戦いました。いつも主の使命のためだけに行動し、だからこそ、主がこの世界から去った

あとも、たとえ『バガヴァッド・ギーター』の教えをすべて忘れたかのように見えても、じつ

は同じ超越的な境地にとどまっていたのです。ですから私たちは、日々の活動を主の使命と歩

調を合わせるべきであり、そうすることで、ふるさとへ、神のもとに必ず帰っていくことがで

きます。これこそ、人生の最高完成です。 

 

第第第第３１３１３１３１節節節節    
    

ivXaaek-ae b]øSaMPatYaa SaiH^àÜETaSa&XaYa" ) 
  l/INaPa[k*-iTaNaEGauR<Yaadil/(r)TvadSaM>av" )) 31 )) 

    

viçoko brahma-sampattyä 

saïchinna-dvaita-saàçayaù 

léna-prakåti-nairguëyäd 

aliìgatväd asambhavaù 
    

 viçokaù— 死 別 か ら 解 放 さ れ て ; brahma-sampattyä— 精 神 的 な 美 質 を そ な え る こ と で ; 

saïchinna—完全に切りはなされて; dvaita-saàçayaù—相対性という疑いから; léna—〜に溶け込

んで; prakåti—物質自然界; nairguëyät—超越性の中にいるために; aliìgatvät—物質の体がない

ために; asambhavaù—誕生と死から解放されて。 
    

 精神的な美質をそなえていたからこそ、アルジュナは二元性という疑いから完全に離れた境

地にいた。こうして物質自然界の三様式から自由になり、超越的境地のなかにとどまった。も
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はや、アルジュナが誕生と死の繰りかえしに縛られる可能性はなかった。物質的な姿から解放

されたからである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 二元性という疑いは、体を自分と思いこむ誤解のために起こり、充分な知性のない人々がそ

のような考えをするものです。無知による愚かさでも最たるものは、「自分の体が自分」と見

なすことにあります。体にかかわるものすべてを、無知のために、自分そのものとして受けい

れてしまうのです。「私自身」とか「私のもの」という誤解ゆえの疑い――すなわち、「私の

体」「私の親類」「私の所有物」「私の妻」「私の子ども」「私の富」「私の国」「私の社会」、

そして何千何百という同じような幻の観念が、条件づけられた魂を混乱に落としいれます。『バ

ガヴァッド・ギーター』の教えを吸収消化することで、私たちはまちがいなくそのような困惑

から解放されます。真の知識とは、自分自身を含むすべてが最高人格主神・ヴァースデーヴァ・

主クリシュナによって作られたもの、という知識を指すからです。すべては主の力の部分とし

て表わされました。力と力の源は同じですから、二元性という考え方は、完璧な知識を得るこ

とですぐに消えていきます。アルジュナが『バガヴァッド・ギーター』の教えに身をゆだねた

瞬間、物事に熟達しているからこそ、永遠の友である主クリシュナに関する物質的な観念を捨

てさることができました。そして、主の「教え」という形をとおして、あるいは主の姿、主の

崇高な娯楽、主の質、そして主に関連するすべてをとおして、たとえ現世にあっても、主が自

分の目のまえにいることを悟ることができたのです。親友である主クリシュナは、二元性とは

無縁のさまざまなエネルギーをとおした超越性よって、アルジュナのすぐ目のまえにいるので

あり、時と空間に影響される肉体をもう一度得て主と交流する必要はない、とアルジュナは悟

ることができました。絶対的な知識を得た人は、至高主について聞き、唱え、考えながら、現

世であっても主といつも触れあうことができます。主について聞くことから始まる献愛奉仕を

とおして、アドゥヴァヤ・ギャーナの主、すなわち絶対的な主を理解すれば、現世にいながら

にして、主を見て、主の存在を感じることができます。主チャイタンニャは言っています、主

の聖なる名前を唱えさえすれば、純粋な意識という鏡に積もった埃をすぐにぬぐい去ることが

でき、その埃が取りのぞかれたとたん、物質的条件すべてから解放される、と。物質的な条件

から解放される、とは、魂の解放を指しています。ですから、絶対的知識に立脚すると同時に、

物質観念の生活はなくなり、あるいは間違った生活観念から抜けだすことができます。このよ

うにして、純粋な魂の機能は精神的悟りのなかでよみがえります。生命体がこの現実的な悟り

を得れば、徳・激情・無知という物質自然界の三様式の反動から解放されます。主の恩寵によ
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って、純粋な献愛者はまたたくまに絶対的境地に高められますから、条件づけられた生活のな

かにふたたび絡まっていく可能性はぜったいにありません。啓示経典で定められている献愛奉

仕をとおして達成できる超越的視野をそなえるまでは、どのような状況にいても主の存在を感

じられるようにはなれません。アルジュナは、クルクシェートラの戦いが始まるずっと以前か

らこの境地に到達していたのであり、主を見失ったかのように見えましたが、すぐに『バガヴ

ァッド・ギーター』の教えに身をゆだね、こうしてふたたび、自分本来の境地に立脚したので

した。これがヴィショーカ（viçoka）の境地、すなわち、すべての嘆きや不安から解放された

境地です。 

 

第第第第３２３２３２３２節節節節    
    

iNaXaMYa  >aGavNMaaGa| Sa&SQaa& Yaduku-l/SYa c ) 
Sv"PaQaaYa MaiTa& c§e- iNa>a*TaaTMaa YauiDaiïr" )) 32 )) 

    

niçamya bhagavan-märgaà 

saàsthäà yadu-kulasya ca 

svaù-pathäya matià cakre 

nibhåtätmä yudhiñöhiraù 
    

 niçamya— 熟 考 し て い る ; bhagavat— 主 に つ い て ; märgam— 主 の 出 現 と 他 界 の 方 法 ; 

saàsthäm—終わり; yadu-kulasya—ヤドゥ王の王家の; ca—もまた; svaù—主の住居; pathäya—〜

の道で; matim—望む; cakre—集中した; nibhåta-ätmä—孤独で一人の; yudhiñöhiraù—ユディシュ

ティラ王。 
    

 主クリシュナが自分の住居に帰っていったこと、ヤドゥ家の地上での出現に終わりが来たこ

とを聞いたマハーラージャ・ユディシュティラは、みずからもふるさとへ、そして神のもとに

帰る決意をした。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・ユディシュティラも、主が地球の人々の視界から消えてしまったことを聞

いたあと、『バガヴァッド・ギーター』の教えに思いを没頭させました。そして主がどのよう

に現われ、そして去っていったかについて深く思いを寄せました。この物質宇宙への主の降誕

と他界の使命は、すべて主の至高の意志で行なわれています。生命体は自然界の法則で強制的
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に現れたり消えたりするのですが、主は自分よりもある高い力によって現われたり消えたりす

ることを強いられているのではありません。主が望むときはいつでも、ほかのどの場所にいて

も、どこからでも現われることができます。主は太陽のような方です。太陽は独自に現われた

り消えたりしますが、それでいて別の場所からいなくなるわけでもありません。朝、太陽がイ

ンド上空に現われても、同時に⻄半球から消えたわけでもありません。太陽は太陽系のどこに

でも存在していますが、ある特定の場所で朝に現われ、また夕方には決まった時間に消えます。

太陽でさえ私たちの時間の観念に縛られることなく動くのですから、太陽の創造者・支配者で

ある至高主が時間の制約を受けないのは当然です。ですから『バガヴァッド・ギーター』では、

主の想像を絶するエネルギーによる超越的な降誕と消滅を正しく理解する者は、誕生と死の法

則から解放され、ヴァイクンタ惑星ある永遠な精神界に入っていく、と言われています。その

ように解放された人々はそこで、誕生・死・老年・病気の苦しみを味わうことなく永遠に生き

ることできます。精神界には老年も病気もありませんから、主も、そして主に超越的な愛情奉

仕をしている魂たちは永遠に若々しいのです。死もなければ、誕生もないのですから。主の降

誕と他界を正しく理解しさえすれば、永遠なる生活という完璧な境地に到達できる――これが

結論です。ですから、マハーラージャ・ユディシュティラも、神のもとに帰っていくことを思

いはじめました。主は地球に、あるいはこの物質界のどこかに、主と永遠に住む交流者ととも

に現われ、そして主の崇高な娯楽を支えていたヤドゥ家の人々も主の永遠な交流者であるよう

に、マハーラージャ・ユディシュティラ、その兄弟や⺟親たちも、同じ永遠な交流者です。主

と主の永遠な交流者の降誕と他界は超越的ですから、私たちは、外見上の現われと消滅に惑わ

れてはなりません。 

 

第第第第３３３３３３３３節節節節    
    

Pa*QaaPYaNaué[uTYa DaNaÅYaaeidTa& 
  NaaXa& YadUNaa& >aGavÓiTa& c TaaMa( ) 
Wk-aNTa>a¢-ya >aGavTYaDaae+aJae 
  iNaveiXaTaaTMaaeParraMa   Sa&Sa*Tae" )) 33 )) 

    

påthäpy anuçrutya dhanaïjayoditaà 

näçaà yadünäà bhagavad-gatià ca täm 

ekänta-bhaktyä bhagavaty adhokñaje 

niveçitätmopararäma saàsåteù 
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 påthä—クンティー; api—もまた; anuçrutya—人から聞いている; dhanaïjaya—アルジュナ; 

uditam—〜によって語られた; näçam—終焉; yadünäm—ヤドゥ家の; bhagavat—人格主神の; 

gatim— 消失 ; ca— もまた ; täm— それ らすべ て ; eka-anta— 無垢な ; bhaktyä— 献愛 奉仕 ; 

bhagavati—至高主、シュリー・クリシュナへの; adhokñaje—超越性; niveçita-ätmä—完全に集中

して; upararäma—〜から解放された; saàsåteù—物質存在。 
    

 クンティーは、アルジュナが話したヤドゥ家の終焉と主クリシュナの他界について聞いたあ

と、超越的な人格主神への献愛奉仕に没頭し、やがて物質存在の生き方から解放された。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 太陽が沈んだからといって、太陽が消滅してしまったわけではありません。私たちの視界か

ら消えただけのことです。同じように、ある惑星や宇宙で主の使命が終わるのは、私たちの視

界から姿を消したということです。ヤドゥ家の終焉にしても、それでヤドゥ家がすっかりなく

なってしまったわけではありません。主とともに、私たちの目に見えなくなった、というだけ

のことです。マハーラージャ・ユディシュティラがふるさとに、神のもとに帰ることを決意し

たように、クンティーも同じように心に決め、主への超越的な献愛奉仕に没頭するようになり

ました。献愛奉仕は、現在の体を終えたあとに神のもとに帰るパスポートを保証してくれます。

主への献愛奉仕の始まりは、現在の体を精神化させる始まりであり、こうして主の純真無垢な

献愛者は、いま持っている体との物質的な接触をすべて捨てさります。主の住居は、無信心の、

あるいは無知な人々が考えているような神話ではなく、またスプートニクや宇宙カプセルのよ

うな物質的な手段で行ける世界ではありません。それでも、いまの体を出たあとに必ず行けま

すし、そのためには献愛奉仕を修練して神のもとに帰る準備をしなくてはなりません。それが

神のもとに戻るパスポートを保証してくれるのであり、クンティーもその方法に従いました。 

 

第第第第３４３４３４３４節節節節    
    

YaYaahrd(  >auvae  >aar&  Taa& TaNau& ivJahavJa" ) 
k-<$=k&- k-<$=ke-Naev ÜYa& caPaqiXaTau" SaMaMa( )) 34 )) 

    

yayäharad bhuvo bhäraà 

täà tanuà vijahäv ajaù 

kaëöakaà kaëöakeneva 
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dvayaà cäpéçituù samam 
    

 yayä—〜によるもの; aharat—取りさった ; bhuvaù—世界の ; bhäram—重荷 ; täm—それ; 

tanum—体; vijahau—放棄した; ajaù—生まれない者; kaëöakam—棘（とげ）; kaëöakena—棘によ

って; iva—そのように; dvayam—両方; ca—もまた; api—〜ではあるが; éçituù—支配している; 

samam—等しい。 
    

 至上の、そして生まれることのない主シュリー・クリシュナは、ヤドゥ王家全員が体を放棄

するよう仕向け、こうして世界の負担を緩和させたのである。このような行動は、支配者に同

じことで、棘を使って棘を抜くようなものである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 シュリーラ・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティー・タークラは、「ナイミシャーラ

ニャでスータ・ゴースヴァーミーから『シュリーマド・バーガヴァタム』を聞いていたシャウ

ナカや他のリシたちは、ヤドゥ家の人々が陶酔状態という狂気のなかで死んでいったことを聞

いて胸を痛めた」と表現しています。彼らのこの心の苦痛を癒すため、スータ・ゴースヴァー

ミーが確証しています、ヤドゥ王家の人々が自分たちの体を放棄させるよう仕向けたのは主で

あり、そうすることで世界の負担を取りさった、と。主と主の永遠の交流者が地上に降誕する

のは、世界の重荷をなくす任務を持つ管理者である半神たちを助けるためです。ですから主は

秘奥な半神たちを必要としてしますし、彼らをヤドゥ家に誕生させ、主の壮大な使命をとおし

て主に仕えさせるのです。その使命が終われば、半神たちは主の意志によって、陶酔状態とい

う狂気のなかで互いに戦って物質の体を捨てます。半神はソーマ・ラサという飲料をよく飲ん

でいますから、酒を飲んだり酔っぱらったりするのはふだんからしていることです。ときに彼

らは、陶酔状態に陥って問題に巻きこまれることがあります。あるとき、クヴェーラの息子た

ちは酔って醜態をさらし、ナーラダの怒りをかうことになりましたが、最後には、主シュリー・

クリシュナの恩寵で自分たち本来の体を取りもどすことができました。この話は本書の第10編

で読むことができます。至高主にはアスラも半神も同じですが、半神たちは主に従順でもアス

ラたちはそうではありません。ですから、棘を使って別の棘を抜く、という例はじつに的を射

ています。主の足に刺さった１本の棘は、もちろん主にはやっかいなことではあったのですが、

混乱させる要素を取りのぞく別の棘は、主に確かな奉仕をすることができます。このように、

どの生命体も主の部分体ではあるのですが、主にとってやっかいな棘になる者をアスラと呼び、

主への自発的な召使いをデーヴァター、すなわち半神といいます。デーヴァターとアスラたち
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は物質界でいつも争っており、デーヴァターはいつも主によってアスラの手から救われていま

す。どちらも主の支配下にあるのです。世界はこの２種類の生命体で満ちており、主の使命は

いつもデーヴァターたちを守り、アスラたちを破滅させることにあります。世界のどこかでそ

のような必要性が生じるときにはいつでもそうしますし、それはまたどちらにとってもいいこ

となのです。 

 

第第第第３５３５３５３５節節節節    
    

YaQaa MaTSYaaidæPaai<a Datae Jaùad( YaQaa Na$=" ) 
>aU>aar"  +aiPaTaae  YaeNa  JahaE  TaÀ  k-le/vrMa( )) 35 )) 

    

yathä matsyädi-rüpäëi 

dhatte jahyäd yathä naöaù 

bhü-bhäraù kñapito yena 

jahau tac ca kalevaram 
    

 yathä—〜と同じ; matsya-ädi—魚などの化身; rüpäëi—姿; dhatte—永遠に受けいれる; jahyät—

見たところ放棄された; yathä—まさに〜のように; naöaù—魔術師; bhü-bhäraù—世界の負担; 

kñapitaù—救った; yena—〜であるものによって; jahau—行かせる; tat—それ; ca—もまた; 

kalevaram—体。 
    

 至高主は、地球の過重の重荷を軽くするために表わされたその体を捨てた。あたかも奇術師

のように、一つの体を捨てて次の体を受けいれられたのである。魚の化身、その他数々の化身

のように。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 至高主・人格主神は、人格や姿のない存在ではありません。主の体は主そのものであり、そ

のために永遠性、知識、至福の権化として知られています。『ブリハドゥ・ヴァイシュナヴァ・

タントラ』には、主クリシュナの姿が物質エネルギーで作られていると考える者は、ぜったい

に排斥しなくてはならない、と明記されています。さらに、偶然であってもそのような異端者

の顔を見たら、服を着たまま川に⾶びこんで身を清めなくてはならない、とも書かれています。

主はアムリタ（amåta）「死ぬことのない者」と呼ばれていますが、それは主が物質の体を持

っていないことによるものです。この事実を知っている人の目には、主が死ぬ、あるいは主が
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体を終えるのは、奇術師の演技のように映ります。奇術師は、自分を切り刻んだり、燃やして

灰にしたり、催眠術で無意識になったりするのですが、それは演技にすぎません。じっさいは、

奇術で燃えてしまったり切り刻まれたり、死んだり無意識になったりするわけではありません。

同じように、主には多様性に満ちた無限で永遠の姿があり、それはこの宇宙でしめされ、そし

て魚の化身がその一つです。宇宙は無数にありますから、その魚の化身という姿は、どこかで

途切れることなく表わされているのです。この節にはdhatte（ダハッテー）という特別の言葉が使

われており、意味は「永遠に受けいれられる」で、dhitvä（デヒィトゥヴァー）「一時的に受けいれ

られる」という意味の言葉は使われていません。主が魚の化身を作った、というわけではない

という点が大切なのです。主はその姿を永遠に持っている、またその化身が現われたり消えた

りすることには特別の意味がある、ということです。『バガヴァッド・ギーター』（第７章・

第24-25節）で主が言います、「非人格論者は、わたしは姿を持っていない、姿のない存在で

あり、なにかのために姿を受けいれ、それをいま表わしている、と考えている。しかしそう思

う推論者たちにはじつは鋭い知性が欠けているのだ。ヴェーダ経典の優れた学者でとおってい

るかもしれないが、ほんとうは、人智を絶するわたしのエネルギーや、わたしの人物という永

遠の姿についてなにも知らない。それは、わたしは神秘なるカーテンを使って、非献愛者にわ

たしはみずからを見せない力を行使しているからである。だからこそ、知性のない愚か者たち

は、決して滅びることも生まれることもない永遠の姿のことを知らないのである」と。『パド

ゥマ・プラーナ』では、主に嫉妬し、主に怒りをおぼえている者たちは、主の永遠で真の姿を

知る資格はない、と言われています。『シュリーマド・バーガヴァタム』でも、主は、あたか

も雷のようにレスラーたちのまえに現われた、と言われています。シシュパーラは主に殺され

たとき、ブラフマジョーティのまばゆさゆえに主をクリシュナとして見ることができませんで

した。ですから、カムサに遣わされたレスラーたちにとって雷としての主の一時的な現われは、

あるいはシシュパーラに表わされたまばゆい主の輝きは、主によって放棄されましたが、魔術

師のような主は、永遠に存在し、どのような状況でも打ち破られることはありません。そのよ

うな姿はアスラだけにしめされる一時的なものであり、その表われが引きこめられると、アス

ラたちは「もういなくなった」と考えます。それは愚かな聴衆が、魔術師が燃えて灰になった

りこなごなになったりする、と考えるようなものです。結論として言えるのは、主は物質的な

体を持たない、だから決して殺されないし、みずからの超越的な体を変えることはない、とい

う点につきます。 

 

第第第第３６３６３６３６節節節節    
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Yada Mauku-Ndae >aGavaiNaMaa& Mahq& 
  JahaE SvTaNva é[v<aqYaSaTk-Qa" ) 
TadahrevaPa[iTabuÖceTaSaa‚ 
  Ma>ad]heTau"    k-il/rNvvTaRTa )) 36 )) 

    

yadä mukundo bhagavän imäà mahéà 

jahau sva-tanvä çravaëéya-sat-kathaù 

tadähar eväpratibuddha-cetasäm 

abhadra-hetuù kalir anvavartata 
    

 yadä—〜の時; mukundaù—主クリシュナ; bhagavän—人格主神; imäm—この; mahém—地球; 

jahau—去った; sva-tanvä—主の本来の姿で; çravaëéya-sat-kathaù—主について聞くことは充分

な価値がある; tadä—その時; ahaù eva—その日から; aprati-buddha-cetasäm—心が充分に発達し

ていない者達の; abhadra-hetuù—すべての悲運の原因となる; kaliù anvavartata—完全に表わさ

れたカリ。 
    

 人格主神、主クリシュナが自分本来の姿でこの地球という惑星を去ったその瞬間から、それ

までかすかに姿を見せていたカリは、貧弱な知識しか持ち合わせていない者たちに不吉な状態

を作りだすために、完全にその姿を表わした。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カリの影響は、神の意識を完全に高めていない者たちだけに強く及ぼされます。カリの影響

は、人格主神の至上の世話に身をゆだねることで中和されます。カリの時代はクルクシェート

ラの戦いが終わった直後に始まりましたが、主がまだいたためにその影響は完全に現われてい

たわけではありません。しかし主はみずからの超越的な体とともに地球を去り、その瞬間、ア

ルジュナがドゥヴァーラカーから帰還するまえにマハーラージャ・ユディシュティラが前触れ

を見たカリ・ユガの兆候は現われ、マハーラージャ・ユディシュティラは、主が地球から離れ

たことを正しく推測しました。すでに説明したように、主は、太陽が私たちの視界から消えて

いくように、私たちの視界から消えていったのです。 

 

第第第第３７３７３７３７節節節節    
    

YauiDaiïrSTaTPairSaPaR<a& buDa" 
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  Paure c raí¥e c Ga*he TaQaaTMaiNa ) 
iv>aaVYa l/ae>aaNa*TaiJaøih&SaNaa‚ 
  ÛDaMaRc§&-    GaMaNaaYa PaYaRDaaTa( )) 37 )) 

    

yudhiñöhiras tat parisarpaëaà budhaù 

pure ca räñöre ca gåhe tathätmani 

vibhävya lobhänåta-jihma-hiàsanädy- 

adharma-cakraà gamanäya paryadhät 
    

 yudhiñöhiraù—マハーラージャ・ユディシュティラ; tat—それ; parisarpaëam—拡大; budhaù—

すっかり経験して; pure—都市において; ca—もまた; räñöre—国において; ca—そして; gåhe—家

庭で; tathä—もまた; ätmani—本人が; vibhävya—見ている; lobha—強欲; anåta—不真実; jihma—

外交取引; hiàsana-ädi—暴力、嫉妬; adharma—非宗教; cakram—悪循環; gamanäya—他界のため

に; paryadhät—適切な服装に身を包んで。 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラは充分な知性をそなえていた人物だったため、強欲、欺

瞞、詐欺、暴力が都市・国・家庭・個人のなかに高まる特質を持つカリ時代の影響を察した。

だからこそ賢いかれは、ふさわしい衣服に身を包んで家を出る準備を整えたのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 現在の時代は、カリという特定の質の影響を受けます。クルクシェートラの戦い以降、すな

わち約5000年まえにカリ時代の影響が現われはじめ、そして権威ある経典を学べば、カリ時代

はさらに427,000年存続することがわかります。カリ・ユガの兆候は、この節で述べられてい

るように、強欲、欺瞞、駆け引き、詐欺、縁者びいき、暴力など、それに類する忌まわしい特

徴があり、またそれはすでに世に蔓延しており、破滅の日が来るまでにカリの影響がこれから

どれほど強くなり、なにが起こるのかだれも想像できません。私たちは、カリ時代の影響が無

神論の、いわゆる文化人に起こることを知っています。主に守られている人々にとって、この

恐ろしい時代は恐るるにたりません。マハーラージャ・ユディシュティラは主の偉大な献愛者

であり、カリ時代を恐れる必要はどこにもありませんでしたが、これまでの活動的な家庭生活

から離れ、ふるさとへ、神のもとへ帰る準備をはじめました。パーンダヴァ兄弟は主の永遠の

仲間ですから、主と共にいること以外に興味はありません。さらにマハーラージャ・ユディシ

ュティラは理想的な王として、人々に模範をしめすためにすべてを放棄したいと考えました。
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家庭をまかせられる若い人がいるのであれば、精神的悟りを高めるためにすぐに家庭生活を離

れなくてはなりません。ヤマラージャの決定で引きずり出されるまで、家庭生活という暗い井

戸のなかで腐りつづけてはなりません。現代の政治家たちもマハーラージャ・ユディシュティ

ラの生涯から学び、みずから進んで活動的な生活から身を引く、若い世代の人々のために席を

譲るべきです。また、引退した老人もユディシュティラ王から学び、この世から引きずり出さ

れて死に直面するまえに、精神的悟りのために家を出なくてはなりません。 

 

第第第第３８３８３８３８節節節節    
    

Svra$( PaaE}a& ivNaiYaNaMaaTMaNa" SauSaMa& Gau<aE" ) 
TaaeYaNaqVYaa"   PaiTa&  >aUMaer>YaizÄÓJaaûYae )) 38 )) 

    

sva-räö pautraà vinayinam 

ätmanaù susamaà guëaiù 

toya-névyäù patià bhümer 

abhyañiïcad gajähvaye 
    

 sva-räö—皇帝; pautram—孫に; vinayinam—適切に訓練された; ätmanaù—彼自身; su-samam—

あらゆる面で等しい; guëaiù—質によって; toya-névyäù—海に接する; patim—主人; bhümeù—そ

の土地の; abhyañiïcat—王座に就けて; gajähvaye—ハスティナープラの都市に。 
    

 そのあとかれはハスティナープラの都で、皇帝として、また海と接する国家全土の主人とな

るための訓練をうけ、またその質を充分になえた孫を王位に就けた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 海を境界線とした国土はすべてハスティナープラの王の従属化にありました。マハーラージ

ャ・ユディシュティラは、自分と等しく資格のある孫のマハーラージャ・パリークシットを、

王の市⺠に対する義務に関連して、そして国が統治できるよう訓練しました。こうしてパリー

クシットは、マハーラージャ・ユディシュティラが神のもとに帰っていくまえに王の座につき

ました。マハーラージャ・パリークシットに関連して、この節で使われているvinayinam（ヴィ

ナイナンム）は重要な意味があります。なぜハスティナープラの王は、少なくともマハーラージャ・

パリークシットの時代まで、世界の皇帝とされていたのでしょうか。唯一の理由は、皇帝の巧

みな統治のおかげで世界の人々が幸せに暮らしていたからです。市⺠の幸福は、穀物、くだも
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の、ミルク、薬草、貴重な宝石、ミネラルなど、生活に不可欠な自然産物が豊富に支給されて

いたからです。だれもが体の苦しみや心の不安さえなく、自然現象やほかの生物による混乱に

苦しめられることもありませんでした。みんながあらゆる面で幸せに暮らしていたからこそ、

たとえ国王同士の政治的な理由や主権をめぐる戦いはあっても、人々のなかに怒りの感情はま

ったくありませんでした。だれもが人生最高の目標を達成できるよう訓練を受け、だからこそ、

つまらないことで争わない充分な知識を悟っていました。カリ時代の影響は、国王と市⺠双方

の優れた気質にも徐々に浸透し、そのために支配する側とされる側のあいだに緊張が高まって

います。しかし、両者にそのような不均衡が生じる現代にでさえ、精神的な恩恵を得て、神の

意識を高めることはできます。それがこの時代の特典でもあります。 

 

第第第第３９３９３９３９節節節節    
    

MaQauraYaa&  TaQaa vJa]& éUrSaeNaPaiTa& TaTa" ) 
Pa[aJaaPaTYaa& iNaæPYaeiíMaGanqNaiPabdqìr" )) 39 )) 

    

mathuräyäà tathä vajraà 

çürasena-patià tataù 

präjäpatyäà nirüpyeñöim 

agnén apibad éçvaraù 
    

 mathuräyäm—マトゥラーで; tathä—もまた; vajram—ヴァジラ; çürasena-patim—シューラセ

ーナの王; tataù—その後; präjäpatyäm—プラージャーパテャの儀式; nirüpya—執行して; iñöim—

目標; agnén—火; apibat—自分の内に置いた; éçvaraù—有能な。 
    

 次に、アニルッダ（主クリシュナの孫）の子であるヴァジラをシューラセーナの国王に任命

した。そのあとマハーラージャ・ユディシュティラはプラージャーパテャの儀式をし、みずか

らを世帯者生活を終えるために火のなかに入れた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・ユディシュティラは、マハーラージャ・パリークシットをハスティナープ

ラの王座に就けたあと、放棄生活に入りました。気質と活動にもとづく４つの地位と階級、す

なわちヴァルナーシュラマ・ダルマは、人間生活の始まりであり、マハーラージャ・ユディシ

ュティラは人間の活動体系を守る者として、活動的な生活から離れてサンニャーシーとなり、
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訓練を受けた王子、マハーラージャ・パリークシットに管理責任を譲りました。科学的なシス

テムであるヴァルナーシュラマ・ダルマは、人間生活を４つの職務と４つの生活階級に分けて

います。４つの生活階級、つまりブラフマチャーリー、グリハスタ、ヴァーナプラスタ、サン

ニャーシーは、職務とは関係なくだれでも従わなくてはなりません。現代政治家は、かなりの

年配になっても活動的な生活から離れようとしませんが、ユディシュティラ・マハーラージャ

は、理想的な王として、自発的に活動的な管理者としての生活を離れ、次の段階の生活にそな

えました。だれであっても、人生の最高完成を達成するために、人生幕引きのまえ、たとえば

死を迎える15年、あるいは20年まえには、主への献愛奉仕に完全に打ちこまなくてはなりませ

ん。全生涯を物質的な楽しみや果報的活動のために費やしてしまうのはほんとうに愚かなこと

です。心が物質的な楽しみを求めて果報的活動に没頭していれば、条件づけられた生活や物質

的束縛から出られる可能性はまったくないからです。ふるさとに、神の元に帰るという人生の

最高完成に到達する至上の仕事を無視してしまう自殺行為は避けなくてはなりません。 

 

第第第第４０４０４０４０節節節節    
    

ivSa*JYa Ta}a TaTa( Sav| dukU-l/vl/Yaaidk-Ma( ) 
iNaMaRMaae   iNarhªar"  SaiH^àaXaezbNDaNa" )) 40 )) 

    

visåjya tatra tat sarvaà 

duküla-valayädikam 

nirmamo nirahaìkäraù 

saïchinnäçeña-bandhanaù 
    

 visåjya—放棄している; tatra—それらすべて; tat—それ; sarvam—すべて; duküla—ベルト; 

valaya-ädikam—そして飾り物; nirmamaù—無関心; nirahaìkäraù—無執着; saïchinna—完全に断

ち切って; açeña-bandhanaù—無限の執着。 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラはすぐに、これまで着ていた服、ベルト、王にふさわし

い装飾品をすべて捨て、なにごとにも無関心・無執着になった。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 物質的な穢れから清められることが、主の交流者の一人になる必要な資格です。清められな

ければ、主の交流者になったり神のもとに帰ったりすることはできません。ですからマハーラ
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ージャ・ユディシュティラは、精神的な浄化のために、王としての衣服を脱ぎ捨てて王族の富

を放棄しました。カシャーヤ（kañäya）、つまりサンニャーシーが着るサフラン色の腰巻きは、

目を惹きつける物質的な衣服とは無関係であることを指しており、こうしてかれは、これかの

生涯にふさわしい衣服に着替えました。王国や家族に無関心になり、物質的な穢れや物質的な

身分から解放されました。ほとんどの人はさまざまな身分――家族、社会、国、職業、富、地

位など――に執着しています。その執着は、まだ物質的な穢れに囚われているということです。

現代の、いわゆる人類の指導者と言われる人々は国家中心的な意識に囚われていますが、その

偽りの意識も、物質的に穢れた魂の別のこだわりだとうことを知りません。神のもとに帰る資

格を得るまえに、そのようなこだわりを捨てなくてはならないのです。愚かな人たちは、国へ

のこだわりを持ちつつ死んでいく人たちを崇めるものですが、この節にはマハーラージャ・ユ

ディシュティラという国に囚われた意識を捨てて世界を去ろうとする国王の例を見ることがで

きるのであり、人格主神シュリー・ラーマと同じほどの敬意をこめて思いだされています。世

界の人々はこの敬虔な王に守られていたからあらゆる面で幸せでしたし、そして、それほど偉

大な皇帝だったからこそ世界を巧みに治めることができたのです。 

 

第第第第４４４４１１１１節節節節    
    

vac&  Jauhav MaNaiSa TaTPa[a<a wTare c TaMa( ) 
Ma*TYaavPaaNa& SaaeTSaGa| Ta& PaÄTve ùJaaehvqTa( )) 41 )) 

    

väcaà juhäva manasi 

tat präëa itare ca tam 

måtyäv apänaà sotsargaà 

taà païcatve hy ajohavét 
    

 väcam—話すこと; juhäva—放棄して; manasi—心の中に tat präëe—心を呼吸の中に; itare 

ca—他の感覚も; tam—その中に; måtyau—死の中に; apänam—呼吸; sa-utsargam—完全に専念

して; tam—それ; païcatve—５要素で作られた肉体の中に; hi—確かに; ajohavét—それを融合さ

せた。 
    

 そしてかれは、すべての感覚器官を心のなかに融合させ、さらに心を命へ、命を呼吸へ、自

分の全存在を５要素の権化に、体を死へ融合させた。そしてさらに、純粋な自己として、物質

的生活観念から解放された。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・ユディシュティラは、弟のように、意識を集中させ、しだいにあらゆる物

質の束縛から自由になっていきました。最初に感覚のすべての動きに意識を集中し、それらを

心に融合させました。これは、心を主への超越的な奉仕に向けたということです。かれは祈り

ました、「すべての活動は物質的感覚の動・反動にもとづいて心によって為されるものだから、

また自分は神のもとに帰るつもりなのだから、心が物質的な活動を終わらせ、主への超越的な

奉仕に向くように」、と。もう物質的なことをする必要がなかったのです。じっさい、心は永

遠な魂の反映ですから、その動きを止めることはできません。しかし、活動の質を物質的な状

態から主への超越的な奉仕に方向転換させることはできます。心が持つ物質的な傾向は、生気

という穢れを洗い清めるとき変化し、そのことでその心を、誕生と死の繰りかえしという穢れ

から解放させ、そして純粋な精神的意識のなかに位置させることができます。すべては、肉体

という一時的な権化によって表わされますが、もし心が主への超越的愛情奉仕によって純粋に

なれば、そして主への蓮華の御足への奉仕に絶えず使われているのであれば、死んだあとに、

心が別の肉体を作りだすことはありません。物質的な穢れへの没頭から解放されるのです。純

粋な魂は、こうしてふるさとへ、神のもとへ帰っていきます。 

 

第第第第４２４２４２４２節節節節    
    

i}aTve huTva c PaÄTv& TaÀEk-Tve_JauhaeNMauiNa" ) 
SavRMaaTMaNYaJauhvqd(b]ø<YaaTMaaNaMaVYaYae      )) 42 )) 

    

tritve hutvä ca païcatvaà 

tac caikatve 'juhon muniù 

sarvam ätmany ajuhavéd 

brahmaëy ätmänam avyaye 
    

 tritve—３つの質の中に; hutvä—捧げて; ca—もまた; païcatvam—５要素; tat—それ; ca—もま

た ; ekatve—１つの無知の中に ; ajuhot—融合させて ; muniù—思慮深い者 ; sarvam—総体; 

ätmani—魂の中に; ajuhavét—固定して; brahmaëi—精神魂の中に; ätmänam—その魂; avyaye—

無尽蔵の者の中に。 
    

 こうしてかれは、５要素でできた濃密な体を物質自然界の三様式のなかに捨て去り、それら
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を１つの無知のなかに溶け込ませ、次にその無知を、どのような状況においても無尽蔵なるブ

ラフマンのなかに融合させた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 物質界に表わされたものはすべて、マハトゥ・タットゥヴァ・アヴャクタ（mahat -tattva 

-avyakta）の産物であり、私たちの目に見えるものは、その多様な物質の産物が並び替えられ

た表われにすぎません。しかし、生命体は物質の産物ではありません。生命体が偽りの物欲の

世界に入ってしまうのは、主の永遠な召使いという永遠な気質を忘れ、自分は物質自然界の主

人だと思いこんでいるからです。このように、物質エネルギーから作られる付随的発生物こそ、

私たちの心が物質に影響されてしまう主要な原因です。５要素の濃密な体はこうして作られま

した。マハーラージャ・ユディシュティラは活動を方向転換させ、体の５要素を物質自然の三

様式と融合させました。肉体に関する良い、悪い、どちらでもないという質的違いはなくなり、

ふたたび質的表われが純粋な生命体の偽りの感覚から作りだされる物質エネルギーのなかに融

合します。こうして、精神界とくにゴーローカ・ヴリンダーヴァナにある無数の一惑星に入っ

て、至高主・人格主神の交流者になりたいのであれば、「私は物質エネルギーとは違う存在であ

る」といつも自覚していなくてはなりません。自分は物質エネルギーとは無関係で、純粋な精

神魂・ブラフマンであること、そして至高のブラフマン（パラメーシュヴァラ）と質的に同じ

であることを悟る必要があります。マハーラージャ・ユディシュティラは王国をパリークシッ

トとヴァジラに分け与えたあと、自分は世界の皇帝でもクル家の筆頭者でもない、と考えるよ

うになっていました。物質的なしがらみからの解放、そして濃密・希薄な物質的包囲という束

縛からの解放は、物質界にいても主の召使いとしての自由な活動を可能にしてくれます。これ

がジーヴァン・ムクタ（jévan-mukta）、すなわち物質界の只中にいても解放されている境地で

す。自分はブラフマンであると考えるだけではなく、ブラフマンとして行動しなくてはならな

いのです。自分はブラフマンである、とだけ考えるのが非人格論者です。ブラフマンとして行

動する人が純粋な献愛者です。 

 

第第第第４３４３４３４３節節節節    
    

cqrvaSaa  iNaraharae  bÖvax( Mau¢-MaUDaRJa" ) 
dXaRYaàaTMaNaae   æPa&  Ja@aeNMataiPaXaacvTa( ) 
ANave+aMaa<aae iNarGaadé*<vNa( biDarae YaQaa )) 43 )) 

    



 55 

céra-väsä nirähäro 

baddha-väì mukta-mürdhajaù 

darçayann ätmano rüpaà 

jaòonmatta-piçäcavat 

anavekñamäëo niragäd 

açåëvan badhiro yathä 
    

 céra-väsäù—破れた服を着た; nirähäraù—固形食をすべて食べなくなった; baddha-väk—話す

ことをやめた; mukta-mürdhajaù—結んでいない髪の毛; darçayan—示し始めた; ätmanaù—彼自

身の; rüpam—体の風貌; jaòa—鈍い; unmatta—狂った; piçäca-vat—まるで浮浪者のように; 

anavekñamäëaù— 〜 を 待 つ こ と な く ; niragät— 位 置 さ れ た ; açåëvan— 聞 く こ と の な い ; 

badhiraù—まるで聾者（ろうしゃ）のように; yathä—あたかも〜のように。 
    

 そのあとマハーラージャ・ユディシュティラは、破れ服に身をつつみ、固形食はいっさい食

べず、口もきかず、ざんばら髪になった。このような風采のため、かれは浮浪者か無職の狂人

に見えた。そして聾者のように、なにも聞かなくなった。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 こうして、外界の物事からいっさいみずからを切り離したマハーラージャ・ユディシュティ

ラは、皇帝としての生活や家族の威信から遮断し、自分の意図を貫くために、自分をあたかも

鈍重で狂った浮浪者のように見せかけ、俗世界のことについていっさい口を開かなくなりまし

た。これまでなにかと助けてくれていた兄弟たちに頼ることもなくなります。すべてからいっ

さい離れてしまうこの境地は、恐れのない純粋な境地とも言われています。 

 

第第第第４４４４４４４４節節節節    
    

odqcq& Pa[ivveXaaXaa& GaTaPaUva| MahaTMai>a" ) 
ôid b]ø Par& DYaaYaàavTaeRTa YaTaae GaTa" )) 44 )) 

    

udécéà praviveçäçäà 

gata-pürväà mahätmabhiù 

hådi brahma paraà dhyäyan 

nävarteta yato gataù 
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 udécém—北側; praviveça-äçäm—そこに入りたい者達; gata-pürväm—彼の祖先に受けいれられ

た道; mahä-ätmabhiù—寛大な者によって; hådi—心の中で; brahma—至高者; param—主神; 

dhyäyan—〜についていつも考えている; na ävarteta—彼の日々を過ごした; yataù—〜する所は

どこでも; gataù—行った。 
    

 そして北に向かって発ち、最高人格主神への思いだけに完全に専念するために、自分の祖先

や偉人が辿ったその道を進んでいった。そして、どこへ行っても、その思いを胸に生きつづけ

た。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 この節からは、マハーラージャ・ユディシュティラは自分の祖先や主の偉大な献愛者たちが

辿った足跡に従ったことがわかります。これまで何度も話しあってきたことですが、ヴァルナ

ーシュラマ・ダルマのシステムは、世界の住人たち、とくにアーリャーヴァルタの領域に住む

人々が厳格に従ってきたように、人生のある時期になれば家族とのつながりすべてから身を引

くという重要性を強調しています。訓練も教育もその考えにもとづいて授けられるもので、マ

ハーラージャ・ユディシュティラのように高潔な人物は、自己の悟りと神への帰還のために家

族との関係をすべて断ち切らなくてはなりませんでした。国王や高潔な人物は、生涯を閉じる

まで家族生活を続けることはありません。死ぬまで家族に縛られた生活は自殺行為に等しく、

人間生活の完成という重要性に反するものだからです。家族にまつわる足かせから解放され、

主クリシュナへの献愛奉仕に100％専念するために、このシステムは、権威に支えられた道だ

からこそ、だれにでもいつでも勧められています。主は『バガヴァッド・ギーター』（第18章・

第62節）で、主の献愛者になるべきである、すくなくとも人生最期のときまでに、と説いてい

ます。マハーラージャ・ユディシュティラのように、主の誠実な魂は、自分の恩恵のためにも、

主の教えに従わなくてはなりません。 

 この節にあるbrahma param（ブラフマ パランム）という特別の言葉は主シュリー・クリシュナ

を指しています。これはアルジュナが『バガヴァッド・ギーター』（第10章・第13節）で、ア

ルジュナが、アシタ、デーヴァラ、ナーラダ、ヴャーサという偉大な権威者と裏づけて同じ言

葉を引用しています。かくて、マハーラージャ・ユディシュティラは、北に向かって旅立とう

とするとき、自分の祖先たち、さらには過去の偉大な献愛者の足跡に従い、たえず心のなかで

主シュリー・クリシュナを思いつづけていたのです。 
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第第第第４５４５４５４５節節節節    
    

SaveR   TaMaNauiNaJaRGMau>a]aRTar"   k*-TaiNaêYaa" ) 
k-il/NaaDaMaRiMa}ae<a d*îa SPa*ía" Pa[Jaa >auiv )) 45 )) 

    

sarve tam anunirjagmur 

bhrätaraù kåta-niçcayäù 

kalinädharma-mitreëa 

dåñövä spåñöäù prajä bhuvi 
    

 sarve—弟達全員; tam—彼に; anunirjagmuù—兄に従って家を去った; bhrätaraù—兄弟達; 

kåta-niçcayäù—明確に; kalinä—カリ時代によって; adharma—無宗教の原則; mitreëa—友人によ

って; dåñövä—見ている; spåñöäù—襲われて; prajäù—全市⺠; bhuvi—地上の。 
    

 マハーラージャ・ユディシュティラの弟たちは、カリ時代がすでに世界中に達し、国中の市

⺠たちが無宗教の行ないに影響されている様を見た。だからこそかれらも、兄の進んだ足跡に

従う決心をしたのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・ユディシュティラの弟たちはすでに偉大な皇帝の忠実な従者として生き、

人生の窮極目標を知るための充分な訓練を受けていました。ですから、主シュリー・クリシュ

ナに献愛奉仕をすることで、兄に従う決心をしました。サナータナ・ダルマの原則によると、

人生の半分を過ぎたら家族生活から離れ、自己を悟るために生きなくてはなりません。しかし、

それをどのように実行すればいいのか定かではないこともあります。引退した人が、生涯最期

の日々をどのように過ごしたらいいのか戸惑うことがあります。しかし、ここにパーンダヴァ

兄弟のような権威者の覚悟を見ることができます。かれらは、主シュリー・クリシュナ、最高

人格主神への献愛奉仕を好意的に修練してきました。スヴァーミー・シュリーダラによると、

アルタ、カーマ、モークシャ、あるいは果報的活動、哲学的思索、そして救済を目ざす人たち

が、どれも人生の窮極目標とは言えません。なにが目標か知らない人々が修練するものです。

窮極目標はすでに『バガヴァッド・ギーター』（第18章・第64節）で、主自身がしめしており、

パーンダヴァ兄弟はためらわずにその教えに従う知性をそなえていた人々でした。 

 

第第第第４６４６４６４６節節節節    
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Tae SaaDauk*-TaSavaRQaaR jaTvaTYaiNTak-MaaTMaNa" ) 
MaNaSaa    DaarYaaMaaSauvŒku-<#=cr<aaMbuJaMa( )) 46 )) 

    

te sädhu-kåta-sarvärthä 

jïätvätyantikam ätmanaù 

manasä dhärayäm äsur 

vaikuëöha-caraëämbujam 
    

 te—かれら全員; sädhu-kåta—聖者にふさわしい行ないすべてを実践して; sarva-arthäù—価値

あるものすべてを含む物事; jïätvä—それをよく知っている; ätyantikam—窮極; ätmanaù—生命

体の; manasä—心の中で; dhärayäm äsuù—維持して; vaikuëöha—精神界の主; caraëa-ambujam—

蓮華の御足。 
    

 かれらはこれまで宗教原則をすべて実践していたため、主シュリー・クリシュナの蓮華の御

足こそが人生の至上の目標であると確信していた。だからこそ、主の御足を途切れることなく

瞑想しつづけた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主は『バガヴァッド・ギーター』（第７章・第28節）で、前世で敬虔な行ないをして、不敬

な行ないの反動から解放された者たちだけが至高主シュリー・クリシュナの蓮華の御足に専念

できる、と言っています。パーンダヴァ兄弟たちは、現世はもちろん、前世でも最善の敬虔な

行ないをしていましたから、不敬な行ないの反動すべてから解放されています。ですから、か

れらが至高主シュリー・クリシュナの蓮華の御足に心を集中させられるのは当然です。シュリ

ー・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティーによると、ダルマ、アルタ、カーマ、モーク

シャの原則は、不敬な行ないの結果からまだ自由になっていない人たちが受けいれるものです。

この４つの原則の穢れに影響されている人々は、精神界にいる主の蓮華をすぐには受けいれら

れません。ヴァイクンタの世界は物質界をはるかに超えた領域にあります。物質界はドゥルガ

ー・デーヴィーという主の物質エネルギーの管理下にありますが、ヴァイクンタの世界は主個

人のエネルギーによって管理されています。 

 

第第第第４７−４８４７−４８４７−４８４７−４８節節節節    
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TaÖyaNaaeid]¢-Yaa >a¢-ya ivéuÖiDaz<aa" Pare ) 
TaiSMaNa(  NaaraYa<aPade  Wk-aNTaMaTaYaae GaiTaMa( )) 47 )) 
AvaPauduRrvaPaa&    Tae   ASaiÙivRzYaaTMai>a" ) 
ivDaUTak-LMaza   SQaaNa&  ivrJaeNaaTMaNaEv  ih )) 48 )) 

    

tad-dhyänodriktayä bhaktyä 

viçuddha-dhiñaëäù pare 

tasmin näräyaëa-pade 

ekänta-matayo gatim 
    

aväpur duraväpäà te 

asadbhir viñayätmabhiù 

vidhüta-kalmañä sthänaà 

virajenätmanaiva hi 
    

 tat—それ; dhyäna—完全な瞑想; utriktayä—〜から自由になって; bhaktyä—献愛奉仕の態度に

よって; viçuddha—浄化された; dhiñaëäù—知性によって; pare—超越性に対して; tasmin—その

中に; näräyaëa—人格主神、シュリー・クリシュナ; pade—蓮華の御足に; ekänta-matayaù—唯一

の人物である至高者に心を定めた者達の; gatim—目的地; aväpuù—到達した; duraväpäm—得る

ことが非常に困難な; te—彼らによって; asadbhiù—物質主義者達によって; viñaya-ätmabhiù—物

質的必要性に没頭して; vidhüta—洗い流した; kalmañäù—物質的穢れ; sthänam—住居; virajena—

物質的激情のない; ätmanä eva—同じ体で; hi—確かに。 
    

 こうしてかれらは、絶えまない献愛奉仕の記憶という純粋な意識によって、至高のナーラー

ヤナ、すなわち主クリシュナによって統治されている精神界に到達した。これは、意識を逸ら

せることなく至高主を瞑想する者たちだけが達成できるものである。ゴーローカ・ヴリンダー

ヴァナとして知られる主シュリー・クリシュナの住居は、物質観念を持つ者たちには到達でき

ない。しかしパーンダヴァ兄弟たちは、物質的な穢れをすべて洗いながしたために、かれらの

その体のままこの住居に到達したのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーによると、徳・激情・無知の様式という物質の様

式に影響されず、超越的境地のなかにいる人は、体を変えることなく最高完成に到達すること
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ができます。シュリーラ・サナータナ・ゴースヴァーミーは『ハリ・バクティ・ヴィラーサ』

で、だれであっても、本物の精神指導者に導かれて精神的訓練を忍耐強く実践することで、化

学者が化学操作で砲金を金に変えられるように、再誕のブラーフマナという完成の境地に到達

できる、と述べています。ですからこれが、体を変えることなくブラーフマナになる、あるい

は体を変えずに神のもとに帰っていくことに関する真実の導きです。シュリーラ・ジーヴァ・

ゴースヴァーミーは、この節で使われているhi（ヒ）がこの真理を明確に断定しており、この真

実の境地について疑う余地はない、と言っています。『バガヴァッド・ギーター』（第14章・

第26節）も、このシュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーの言葉を確証しています。逸脱す

ることなく理路整然と献愛奉仕を実践する者はだれでも、物質自然界の三様式の穢れを克服し

てブラフマンの完成境地に到達し、そのブラフマンの境地が献愛奉仕の実践によってさらに高

められれば、主が体を変えることなく自分の住居に戻っていくと学んだように、その魂は自分

の体を変えることなく、ゴーローカ・ヴリンダーヴァナという至高の精神的惑星に到達できる

ことに疑いの余地はありません。 

 

第第第第４９４９４９４９節節節節    
    

ivdurae_iPa  PairTYaJYa  Pa[>aaSae dehMaaTMaNa" ) 
k*-Z<aaveXaeNa TaiÀta" iPaTa*i>a" Sv+aYa& YaYaaE )) 49 )) 

    

viduro 'pi parityajya 

prabhäse deham ätmanaù 

kåñëäveçena tac-cittaù 

pitåbhiù sva-kñayaà yayau 
    

 viduraù—ヴィドゥラ（マハーラージャ・ユディシュティラの叔父）; api—もまた; parityajya—

肉体を終えた後; prabhäse—プラバーサの巡礼地で; deham ätmanaù—彼の体; kåñëa—人格主神; 

äveçena—その思いに没頭して; tat—彼の; cittaù—思考と活動; pitåbhiù—ピトゥリローカの住人

達と; sva-kñayam—彼の住居; yayau—去った。 
    

 ヴィドゥラは巡礼の途中、プラバーサで肉体を去った。主クリシュナに思いを没頭させてい

たため、ピトゥリローカ惑星の住人たちに迎えられ、自分本来の立場に戻った。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
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 パーンダヴァ兄弟とヴィドゥラの違いは、前者は主・人格主神の永遠な交流者であり、ヴィ

ドゥラはピトゥリローカ惑星を管理する半神の一人、すなわちヤマラージャだったということ

です。人間はヤマラージャを恐れています。物質界にいる邪悪な者たちを処罰する唯一の人物

だからです。しかし主の献愛者は、ヤマラージャを恐れません。献愛者にとって、ヤマラージ

ャは心からの献愛者ですが、非献愛者にとっては恐れの権化です。すでに説明しましたが、ヤ

マラージャはマンドゥーカ・ムニによってシュードラに堕落するよう呪われたため、ヴィドゥ

ラがヤマラージャの化身であることがわかります。主の永遠な召使いとして献愛奉仕を熱心に

実行しながら敬虔な人間として生き、その結果、ドゥリタラーシュトラのような物質的な人間

も、かれの教えによって救われました。主への献愛奉仕をとおして敬虔な行ないをすることで、

主の蓮華の御足をいつも思いだし、シュードラの誕生としての穢れた生涯をすべて洗い清める

ことができました。最期に、ピトゥリローカの住人たちに迎えられ、本来の立場に戻りました。

半神は主とじかに接することのない交流者ですが、主の直接の献愛者は主と個人的にいつも交

流しています。主とその交流者たちは、化身となって無数の宇宙のなかに現われつづけます。

主はそれをすべて覚えていますが、交流者は、主のひじょうに小さな部分体という立場にいる

ため忘れてしまいます。あまりにも極小の境地だからこそ、さまざまな出来事を忘れてしまう

のです。これは『バガヴァッド・ギーター』（第４章・第５節）の言葉と一致しています。 

 

第第第第５０５０５０５０節節節節    
    

d]aEPadq  c TadajaYa PaTaqNaaMaNaPae+aTaaMa( ) 
vaSaudeve >aGaviTa ùek-aNTaMaiTaraPa TaMa( )) 50 )) 

    

draupadé ca tadäjïäya 

paténäm anapekñatäm 

väsudeve bhagavati 

hy ekänta-matir äpa tam 
    

 draupadé—ドゥラウパディー（パーンダヴァ兄弟達の妻）; ca—そして; tadä—その時; äjïäya—

主クリシュナをよく充分に知っている; paténäm—夫達の; anapekñatäm—彼女を顧みなかった者

達 ; väsudeve—主ヴァースデーヴァ（クリシュナ）に ; bhagavati—人格主神 ; hi—まさに ; 

eka-anta—絶対に; matiù—集中; äpa—手に入れた; tam—彼（主）を。 
    

 ドゥラウパディーも、夫たちが自分にかまうことなく家を去っていく様を見た。かのじょは
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主ヴァースデーヴァ、すなわちクリシュナ・人格主神のことをよく知っていた。かのじょとス

バドラーはクリシュナへの思いに浸り、夫たちと同じ結果に辿りついた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ⾶行機に乗っているあいだ、ほかの⾶行機のことはなにもできません。自分が乗っている⾶

行機を操縦しなくてはなりませんし、もし危険な状態にでもなってしまえば、ほかの⾶行機か

らの助けは望めません。同じように、この世を去ってふるさとへ、神のもとへ帰ろうとすると

き、ほかの人に助けられることなく、自分でなんとかしなくてはなりません。しかしその助け

は、空に⾶びたつまえ、つまり地面にいるときに準備されているものです。同じように、精神

指導者、父親、⺟親、親族、夫や他の人々が、生きているあいだいろいろと助けてはくれるの

ですが、ひとりで海を渡っているときは自分の力で乗り切らなくてはなりませんし、以前教わ

った知識を活用しなくてはなりません。ドゥラウパディーには５人の夫がいましたが、だれひ

とりとして一緒に来るよう言いませんでした。偉大な夫たちの助けを待たずに、自分でなんと

かしなくてはならなかったのです。そして、すでに訓練を受けた女性でしたから、すぐに主ヴ

ァースデーヴァ、クリシュナ、人格主神の蓮華の御足に心を集中させました。二人は夫たちと

同じ形で、同じ結果を授かったのです。すなわち、体を変えることなく、主神という目的地に

達したということです。このことについてシュリーラ・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァル

ティー・タークラは、ドゥラウパティーとスバドラーのどちらも（この節にスバドラーの名前

はありませんが）同じ結果を得た、と言っています。二人とも体を放棄する必要がなかった、

ということです。 

第第第第５１５１５１５１節節節節    
    

Ya" é[ÖYaETad( >aGaviTPa[Yaa<aa& 
  Paa<@ae" SauTaaNaaiMaiTa SaMPa[Yaa<aMa( ) 
é*<aaeTYal&/ SvSTYaYaNa& Paiv}a& 
  l/Bßa hraE >ai¢-MauPaEiTa iSaiÖMa( )) 51 )) 

    

yaù çraddhayaitad bhagavat-priyäëäà 

päëòoù sutänäm iti samprayäëam 

çåëoty alaà svastyayanaà pavitraà 

labdhvä harau bhaktim upaiti siddhim 
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 yaù—〜である者は誰でも; çraddhayä—献愛の気持ちで; etat—この; bhagavat-priyäëäm—人格

主神にとって非常に愛しい者達の; päëòoù—パーンドゥの; sutänäm—息子達の; iti—そのよう

に ; samprayäëam—窮極目標への出立 ; çåëoti—聞く ; alam—〜だけ ; svastyayanam—幸運 ; 

pavitram—完璧に純粋な; labdhvä—得ることで; harau—至高主に; bhaktim—献愛奉仕; upaiti—

手に入れる; siddhim—完成。 
    

 パーンドゥの子息たちが人生の窮極目標である神のもとに帰っていったこの話は、すべてに

おいて吉兆で、完璧に純粋である。ゆえに、強い献愛の思いでこの話しを聞く者はだれでも、

人生の最高完成である主への献愛奉仕をまちがいなく達成できる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 『シュリーマド・バーガヴァタム』は、人格主神と、そしてパーンダヴァ兄弟のような主の献

愛者たちの物語です。人格主神と献愛者の話は、それ自体が絶対純粋であり、強い献愛の思い

で聞く行為は、主とじかにふれあい、主といつも寄り添っているということにほかなりません。

『シュリーマド・バーガヴァタム』を聞くこの方法に従えば、ふるさとへ、神のもとに帰ると

いう人生の最高完成の境地に、確実に到達します。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第 1５章、

「パーンダヴァ兄弟、時を得て出家する」の要旨解説を終了します。 


